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 82用語解説

第 1 部
第 1 章　策定主旨

第 2 章　現状と課題

本県の基幹的農業従事者は、平成12年度の約4.8万人から令和2年度には約2.9万人
と61%まで減少しています。また、平均年齢は、平成12年度の67.3歳が令和2年度には
71.5歳に上昇しており、年齢構成は65歳以上が約80%を占め50歳未満は約5%に止ま
るなど、このままでは本県農業従事者は大幅な減少が予想されます。
ちなみに、全国平均は、65歳以上が約70%で50歳未満は約10%の水準にあります。

わたしたちJAは農業と地域社会に根ざした社会的役割を担う組織として、全国JA綱領に「わ
たしたちJAのめざすもの―スローガン―」を掲げ、自らの経営理念に「食と農」をキーワードと
する「みんなのくらしを豊かにする―愛されるJA―」を掲げて総合事業に取り組んでいます。
農業振興計画は「JA綱領」並びに「経営理念」をふまえて地域農業の「在るべき姿」を描き、

その構想の下でJAが「果たすべき機能・役割」を示し、農家組合員とJA役職員が協同して「晴れ
ばれ産地（用語解説＊1）」振興に取り組む指針として策定するものです。

1 . 現状

基幹的農業従事者数
（単位：人）
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組合員・地域・役職員、みんなが元気になる
農業・地域の創造へ

経 営 理 念

持続可能な
農業の実現に
貢献し続ける姿

豊かで暮らしやすい
地域社会の実現に
貢献し続ける姿

安定した
JA経営を行い、
組合員・利用者に
よりよいサービスを
提供し続ける姿

協同組合としての
存在意義を

発揮し続ける姿

❸「多様な担い手」「担い手候補」の育成と対応
　直売所出荷者会員にはグループ活動を通して、多品目作物の紹介をはじめ作り方や農薬
適正使用等に関する情報の提供・指導を行います。集団組織に属さない個人販売農家には
「中核的担い手」に位置づける生産者組織加入を推進します。生きがいの家庭菜園志向者

等へはグループ化による集団対応を行い
将来の販売農家への育成及びJA総合事業
利用者増大につなげます。
　担い手候補へは、関係機関と連携する就
農相談会への参加や就農促進トータルサ
ポート事業の活用などにより、将来の「中
核的担い手」を志す新たな人材発掘と新
規就農者の確保・育成を支援する活動に
取り組みます。
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本県の農業産出額は、その基本要素「人・農地・自然環境・販売価格」等の影響の下で
増加傾向を示しています。これは、農業従事者や経営耕地面積の減少と頻発する異常気
象等のなか生産量は右肩下がりの状況ですが、本県の恵まれた気候風土を活かした高
付加価値農畜産物の増産に伴う平均販売価格の上昇に支えられた結果といえます。

本県の農業経営耕地面積は、農業従事者の高齢化や担い手不足により過去30年間
で約50%が減少、直近の5年間では15%減少しています。一方、直近5年間の規模別経営
体数の動向は、5ha以下の経営体は減少しているが10ha以上を有する経営体は増加して
おり、規模の拡大化とそれに伴う農地集積がうかがえます。令和2年度の10ha以上の経
営体数は5年前に比べて8.4ポイント上昇しています。

1,800

1,700

1,600

1,500

1,400

1,300

1,200

1, 100

1,000
H20
年度

1,294
1,249

H21
年度

1,242

H22
年度

1,297

H23
年度

1,319

H24
年度

1,260

H25
年度

1,235

H26
年度

1,322

H27
年度

1,446

H28
年度

1,505

H29
年度

1,401

H30
年度

1,414

R2
年度

1,417

R1
年度

1,457

R3
年度

1,772

R5
年度

1,526

R4
年度

販売面 岡山県の農業産出額の推移

出典：農林業センサス

生産環境面 岡山県の経営耕地面積の推移

（単位：ha）

第 3 章　目標

2. 課題

わが国の農業は、輸入農畜産物との競争に耐え得る農業経営の確立が求められてい
るなかで、国際的に不安定な政情や経済力に起因する農畜産物価格に反映できない生
産資材・飼料価格高止まりによる経営圧迫や農村の人口減少と高齢化問題など、厳しい
事態に直面しています。
一方、農業・農村に対する国民意識は、世界の人口増加、食料流通の滞り、頻発激甚化

する異常気象や自然災害等がもたらす食料需給のひっ迫懸念を受けて、食料自給率の
向上はじめ自然環境や国土保全に果たす多面的機能への期待の高まりを見ています。
加えて、食料自給率向上のみならず安定供給できる生産体制の構築や海外市場をも
視野に入れた持続する農業生産確立への課題があります。
JAは、自らの「晴ればれ産地＊1」振興を柱に多面的機能を備えた「環境調和型農業（用

語解説＊2）」の課題を据えて、みんなに期待される活力ある地域農業を創造する司令塔と
して果たすべき機能・役割を発揮していきます。

　将来を見据えた地域農業・農村を創造する「晴ればれ産地＊1」振興目標を定め、第4章「基
本方向」・第5章「戦略」・第6章「部門別振興方向」・第7章「統括本部別振興方向」に示す方針
に沿って、常に「適地適作」「適時適切（タイムリー）」を念頭に実践活動を展開します。
　また、JAグループが推進する「環境調和型農業＊2」と一体的に展開する「よりよい営農活動
（用語解説＊3）」実践運動に段階的に取り組み、農家組合員と共に、持続可能な農業生産確立
の実現に挑みます。

　食料の生産供給基地かつ国土保全など多面的機能を有する農業・農村として在り続ける、
JA晴れの国岡山産「統一ブランド」「地域ブランド」農畜産物が、みんなが「作って元気！食べて
元気！」の輪を広げる姿「晴ればれ産地＊1」を目指します。

　岡山県農業の振興に資する観点から合併当初に策定した目標を継続します。
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●将来目標

令和12年度
目標数値

販売品
取扱高
目標 300億円以上

産出額に
占める率 20%以上

❸「多様な担い手」「担い手候補」の育成と対応
　直売所出荷者会員にはグループ活動を通して、多品目作物の紹介をはじめ作り方や農薬
適正使用等に関する情報の提供・指導を行います。集団組織に属さない個人販売農家には
「中核的担い手」に位置づける生産者組織加入を推進します。生きがいの家庭菜園志向者

等へはグループ化による集団対応を行い
将来の販売農家への育成及びJA総合事業
利用者増大につなげます。
　担い手候補へは、関係機関と連携する就
農相談会への参加や就農促進トータルサ
ポート事業の活用などにより、将来の「中
核的担い手」を志す新たな人材発掘と新
規就農者の確保・育成を支援する活動に
取り組みます。

（単位：億円）

出典：生産農業所得統計
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本県の農業産出額は、その基本要素「人・農地・自然環境・販売価格」等の影響の下で
増加傾向を示しています。これは、農業従事者や経営耕地面積の減少と頻発する異常気
象等のなか生産量は右肩下がりの状況ですが、本県の恵まれた気候風土を活かした高
付加価値農畜産物の増産に伴う平均販売価格の上昇に支えられた結果といえます。

本県の農業経営耕地面積は、農業従事者の高齢化や担い手不足により過去30年間
で約50%が減少、直近の5年間では15%減少しています。一方、直近5年間の規模別経営
体数の動向は、5ha以下の経営体は減少しているが10ha以上を有する経営体は増加して
おり、規模の拡大化とそれに伴う農地集積がうかがえます。令和2年度の10ha以上の経
営体数は5年前に比べて8.4ポイント上昇しています。
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第 3 章　目標

2. 課題

わが国の農業は、輸入農畜産物との競争に耐え得る農業経営の確立が求められてい
るなかで、国際的に不安定な政情や経済力に起因する農畜産物価格に反映できない生
産資材・飼料価格高止まりによる経営圧迫や農村の人口減少と高齢化問題など、厳しい
事態に直面しています。
一方、農業・農村に対する国民意識は、世界の人口増加、食料流通の滞り、頻発激甚化

する異常気象や自然災害等がもたらす食料需給のひっ迫懸念を受けて、食料自給率の
向上はじめ自然環境や国土保全に果たす多面的機能への期待の高まりを見ています。
加えて、食料自給率向上のみならず安定供給できる生産体制の構築や海外市場をも
視野に入れた持続する農業生産確立への課題があります。
JAは、自らの「晴ればれ産地＊1」振興を柱に多面的機能を備えた「環境調和型農業（用

語解説＊2）」の課題を据えて、みんなに期待される活力ある地域農業を創造する司令塔と
して果たすべき機能・役割を発揮していきます。

　将来を見据えた地域農業・農村を創造する「晴ればれ産地＊1」振興目標を定め、第4章「基
本方向」・第5章「戦略」・第6章「部門別振興方向」・第7章「統括本部別振興方向」に示す方針
に沿って、常に「適地適作」「適時適切（タイムリー）」を念頭に実践活動を展開します。
　また、JAグループが推進する「環境調和型農業＊2」と一体的に展開する「よりよい営農活動
（用語解説＊3）」実践運動に段階的に取り組み、農家組合員と共に、持続可能な農業生産確立
の実現に挑みます。

　食料の生産供給基地かつ国土保全など多面的機能を有する農業・農村として在り続ける、
JA晴れの国岡山産「統一ブランド」「地域ブランド」農畜産物が、みんなが「作って元気！食べて
元気！」の輪を広げる姿「晴ればれ産地＊1」を目指します。

　岡山県農業の振興に資する観点から合併当初に策定した目標を継続します。
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❸「多様な担い手」「担い手候補」の育成と対応
　直売所出荷者会員にはグループ活動を通して、多品目作物の紹介をはじめ作り方や農薬
適正使用等に関する情報の提供・指導を行います。集団組織に属さない個人販売農家には
「中核的担い手」に位置づける生産者組織加入を推進します。生きがいの家庭菜園志向者

等へはグループ化による集団対応を行い
将来の販売農家への育成及びJA総合事業
利用者増大につなげます。
　担い手候補へは、関係機関と連携する就
農相談会への参加や就農促進トータルサ
ポート事業の活用などにより、将来の「中
核的担い手」を志す新たな人材発掘と新
規就農者の確保・育成を支援する活動に
取り組みます。

（単位：億円）

出典：生産農業所得統計
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第 4 章　基本方向
　多面的機能を備えた持続する農業・農村の振興を目指す「晴ればれ産地＊1」振興６つの基本
課題を設定実践するとともに、「環境調和型農業＊2」並びに「よりよい営農活動＊3」方針の周知
及び理解醸成を図り地域実態に応じた段階的施策反映に取り組みます。

　将来目標に挑む通過点として次期3ヵ年目標数値を定め、達成を目指します。

（単位：百万円）

（単位 : 千円）
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環境変化の緩和と適応

（環境負荷軽減、環境の影響抑制）

生産者
組合員便益の実現

（農業者の所得増大・確保）

生産者・消費者・自然環境の
バランスが取れた農業

消費者（国民）
食料安全保障の確保

（食料の安定供給（農業生産の拡大））

「環境調和型農業」

農業の持続性確保 ❸「多様な担い手」「担い手候補」の育成と対応
　直売所出荷者会員にはグループ活動を通して、多品目作物の紹介をはじめ作り方や農薬
適正使用等に関する情報の提供・指導を行います。集団組織に属さない個人販売農家には
「中核的担い手」に位置づける生産者組織加入を推進します。生きがいの家庭菜園志向者

等へはグループ化による集団対応を行い
将来の販売農家への育成及びJA総合事業
利用者増大につなげます。
　担い手候補へは、関係機関と連携する就
農相談会への参加や就農促進トータルサ
ポート事業の活用などにより、将来の「中
核的担い手」を志す新たな人材発掘と新
規就農者の確保・育成を支援する活動に
取り組みます。
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　※県の農業算出額が最も大きい鶏卵が法人化による大規模化で大幅に伸長している
ことが、JA販売品取扱額シェア率低下の主な要因
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地域の農業振興なくして、JAの存在意義なし。

JAの営農指導等総合事業の発揮なくして、
地域農業の活性化なし。

JA役職員の地域農業振興への思いなくして、
「組合員・農業・地域」の元気なし。

スローガン

第 5 章　戦略
　「晴ればれ産地＊1」振興6つの基本方向それぞれに「米穀」「園芸」「畜産」部門包括的全体
戦略を設定し、農家組合員とJA並びに関係機関が一体となって実践活動を展開していきます。

１．人づくり（担い手確保）
　農業経営体は「主業・準主業・副業」（用語解説＊4）の個人経営と「法人・法人以外」の団体経
営に分類され、地域農業の担い手として個人と団体の両者で構成する生産者組織を含め、重
要な位置を占めています。
　近年の経営体の動向は、規模拡大は進行していますが経営体数は、団体経営は微増ながら
個人経営はすべての階層で減少がすすんでいます。半面では、小規模の家庭菜園など生きがい
を求める農業が増える傾向にあります。
　このような状況のなかで農業の根幹をなすのは「人」であり、振興目標を達成する重要な課
題として担い手の育成・確保に取り組みます。

❶担い手の類型化
　さまざまな農業形態へ円滑に対応するため、担い手を「中核的担い手」「多様な担い手」
「担い手候補」に類型化します。
　「中核的担い手」には、地域農業をリードする認定農業者はじめ一定の経営規模を有する
個人経営や生産者組織（集落営農組織含む）及び法人等の団体経営を位置づけます。
　「多様な担い手」には直売所出荷者会員や経営規模の小さい販売を目的とする組織に
属さない農家、家庭菜園を生きがいとするグループ等を位置づけます。
　「担い手候補」には、後継者・Iターン・Uターンなど新規就農を目指す希望者を位置づけ
ます。

❶人づくり（担い手確保）
　 農業の「担い手育成・確保」及びJA「指導員の育成」

❷物づくり（種まき）
　 「統一ブランド」「地域ブランド」品目の作付け拡大

❸販売力強化体制づくり（売り込み）
　 「ブランド向上」及び「販売チャネル（経路）拡充」の取り組み

❹農業生産環境づくり（伴走支援）
　 「持続可能な農業生産」及び担い手「経営サポート」への貢献

❺コスト低減と安定供給の仕組みづくり（農業コスト低減）　　
　 「大量仕入れ」体制の整備及び「仕入チェック」機能充実

❻推進体制づくり（総合力発揮）
　 内部「連動体制」並びに関係機関との「連携体制」及び「関係施策」の活用

　以上6つの基本方針の下、役職員に共通するスローガンを定め、具体的に次の農業振興戦

略を強力かつ着実に前にすすめて、早期実現を図ります。

（単位：人）
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❷「中核的担い手」の育成と対応
　地域農業をリードする担い手には、認定農業者への誘導を推進します。また、革新技術導
入はじめ経営内容の実態把握・分析に基づく粗収益増加や経費削減に関する経営指導な
ど所得向上の総合支援に取り組みます。

❸「多様な担い手」「担い手候補」の育成と対応
　直売所出荷者会員にはグループ活動を通して、多品目作物の紹介をはじめ作り方や農薬
適正使用等に関する情報の提供・指導を行います。集団組織に属さない個人販売農家には
「中核的担い手」に位置づける生産者組織加入を推進します。生きがいの家庭菜園志向者

等へはグループ化による集団対応を行い
将来の販売農家への育成及びJA総合事業
利用者増大につなげます。
　担い手候補へは、関係機関と連携する就
農相談会への参加や就農促進トータルサ
ポート事業の活用などにより、将来の「中
核的担い手」を志す新たな人材発掘と新
規就農者の確保・育成を支援する活動に
取り組みます。
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JAの営農指導等総合事業の発揮なくして、
地域農業の活性化なし。

JA役職員の地域農業振興への思いなくして、
「組合員・農業・地域」の元気なし。

スローガン

第 5 章　戦略
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戦略を設定し、農家組合員とJA並びに関係機関が一体となって実践活動を展開していきます。
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営に分類され、地域農業の担い手として個人と団体の両者で構成する生産者組織を含め、重
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属さない農家、家庭菜園を生きがいとするグループ等を位置づけます。
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入はじめ経営内容の実態把握・分析に基づく粗収益増加や経費削減に関する経営指導な
ど所得向上の総合支援に取り組みます。

❸「多様な担い手」「担い手候補」の育成と対応
　直売所出荷者会員にはグループ活動を通して、多品目作物の紹介をはじめ作り方や農薬
適正使用等に関する情報の提供・指導を行います。集団組織に属さない個人販売農家には
「中核的担い手」に位置づける生産者組織加入を推進します。生きがいの家庭菜園志向者

等へはグループ化による集団対応を行い
将来の販売農家への育成及びJA総合事業
利用者増大につなげます。
　担い手候補へは、関係機関と連携する就
農相談会への参加や就農促進トータルサ
ポート事業の活用などにより、将来の「中
核的担い手」を志す新たな人材発掘と新
規就農者の確保・育成を支援する活動に
取り組みます。
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　「晴ればれ産地＊1」振興6つの基本方向それぞれに「米穀」「園芸」「畜産」部門包括的全体
戦略を設定し、農家組合員とJA並びに関係機関が一体となって実践活動を展開していきます。

１．人づくり（担い手確保）
　農業経営体は「主業・準主業・副業」（用語解説＊4）の個人経営と「法人・法人以外」の団体経
営に分類され、地域農業の担い手として個人と団体の両者で構成する生産者組織を含め、重
要な位置を占めています。
　近年の経営体の動向は、規模拡大は進行していますが経営体数は、団体経営は微増ながら
個人経営はすべての階層で減少がすすんでいます。半面では、小規模の家庭菜園など生きがい
を求める農業が増える傾向にあります。
　このような状況のなかで農業の根幹をなすのは「人」であり、振興目標を達成する重要な課
題として担い手の育成・確保に取り組みます。

❶担い手の類型化
　さまざまな農業形態へ円滑に対応するため、担い手を「中核的担い手」「多様な担い手」
「担い手候補」に類型化します。
　「中核的担い手」には、地域農業をリードする認定農業者はじめ一定の経営規模を有する
個人経営や生産者組織（集落営農組織含む）及び法人等の団体経営を位置づけます。
　「多様な担い手」には直売所出荷者会員や経営規模の小さい販売を目的とする組織に
属さない農家、家庭菜園を生きがいとするグループ等を位置づけます。
　「担い手候補」には、後継者・Iターン・Uターンなど新規就農を目指す希望者を位置づけ
ます。

認定農業者数の目標

統括本部
実　　績 目　　標
令和6年度

207
447
173
287
168
180
340
230
2,032

212
453
175
293
170
183
355
233
2,074

217
459
178
299
172
185
355
237
2,102

222
465
181
305
175
187
355
240
2,130

令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位 : 経営体）

岡 山 東
岡 山 西
倉 敷 か さ や
び ほ く
新 見
真 庭
津 山
勝 英
合 計

地域農業を
リードする農家

効率的かつ
安定的な農業経営を
目指す農家

認定新規
就農者

集落営農
（任意組織）

認定農業者
個　人
法　人

担い手の類型化と育成・確保

中
核
的
担
い
手

育 

成
育 

成

多
様
な
担
い
手

担
い
手
候
補

・副業的農家
・定年帰農者
・直売所出荷者会員
・地域住民 等

地域農業を
支える農家

・後継者
・Ｉターン
・Ｕターン 等

新規就農を
希望する者

育 成

❷「中核的担い手」の育成と対応
　地域農業をリードする担い手には、認定農業者への誘導を推進します。また、革新技術導
入はじめ経営内容の実態把握・分析に基づく粗収益増加や経費削減に関する経営指導な
ど所得向上の総合支援に取り組みます。

　次代の農業を牽引する若き担い手の育成にあたっては、「青壮年部」「農業後継者クラ
ブ」活動の活性化、既存経営資源の円滑な継承、持続可能な地域農業の確立に取り組む
リーダーへの誘導などを目指した育成支援に努めます。
　個人では維持が困難な農地の活用については「集落営農」を、法人格を持たない集落営
農には法人化を、既存の法人には広域連携活動への取り組み誘導を図ります。

❸「多様な担い手」「担い手候補」の育成と対応
　直売所出荷者会員にはグループ活動を通して、多品目作物の紹介をはじめ作り方や農薬
適正使用等に関する情報の提供・指導を行います。集団組織に属さない個人販売農家には
「中核的担い手」に位置づける生産者組織加入を推進します。生きがいの家庭菜園志向者

岡 山 東
岡 山 西
倉 敷 か さ や
び ほ く
新 見
真 庭
津 山
勝 英
合 計
（う ち 組 合）
（う ち 法 人）

集落営農組織数の目標
（単位：経営体）

目　　標
令和7年度 令和8年度 令和9年度

統括本部
実　　績
令和6年度

18
18
21
56
29
43
71
47
303
209
94

18
18
21
60
30
44
71
48
310
213
97

18
18
21
60
30
45
71
49
312
215
97

18
18
21
60
30
47
71
49
314
216
98

課 題 解決
手段

○個人では農業機械購入が困難
○高齢のため農作業が困難 ○集落営農組織化により農業機械の

　共同所有と共同作業を実現

負担
軽減

集落営農の組織化

課 題 解決
手段

○労働力が不足
○任意組織はより慎重な
　融資審査が必要

○法人化による社会保険の適用など
　労働環境の整備により人材確保
○法人化による取引上の信用力の向上

負担
軽減

集落営農の法人化

課 題 解決
手段

○人・物・金の不足による
　法人の運営などが困難

負担
軽減

集落営農組織（法人含む）
の広域連携

○法人間連携により不足する
　経営資源を充足

等へはグループ化による集団対応を行い
将来の販売農家への育成及びJA総合事業
利用者増大につなげます。
　担い手候補へは、関係機関と連携する就
農相談会への参加や就農促進トータルサ
ポート事業の活用などにより、将来の「中
核的担い手」を志す新たな人材発掘と新
規就農者の確保・育成を支援する活動に
取り組みます。
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　「晴ればれ産地＊1」振興6つの基本方向それぞれに「米穀」「園芸」「畜産」部門包括的全体
戦略を設定し、農家組合員とJA並びに関係機関が一体となって実践活動を展開していきます。
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題として担い手の育成・確保に取り組みます。
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「担い手候補」に類型化します。
　「中核的担い手」には、地域農業をリードする認定農業者はじめ一定の経営規模を有する
個人経営や生産者組織（集落営農組織含む）及び法人等の団体経営を位置づけます。
　「多様な担い手」には直売所出荷者会員や経営規模の小さい販売を目的とする組織に
属さない農家、家庭菜園を生きがいとするグループ等を位置づけます。
　「担い手候補」には、後継者・Iターン・Uターンなど新規就農を目指す希望者を位置づけ
ます。
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❷「中核的担い手」の育成と対応
　地域農業をリードする担い手には、認定農業者への誘導を推進します。また、革新技術導
入はじめ経営内容の実態把握・分析に基づく粗収益増加や経費削減に関する経営指導な
ど所得向上の総合支援に取り組みます。

　次代の農業を牽引する若き担い手の育成にあたっては、「青壮年部」「農業後継者クラ
ブ」活動の活性化、既存経営資源の円滑な継承、持続可能な地域農業の確立に取り組む
リーダーへの誘導などを目指した育成支援に努めます。
　個人では維持が困難な農地の活用については「集落営農」を、法人格を持たない集落営
農には法人化を、既存の法人には広域連携活動への取り組み誘導を図ります。
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　直売所出荷者会員にはグループ活動を通して、多品目作物の紹介をはじめ作り方や農薬
適正使用等に関する情報の提供・指導を行います。集団組織に属さない個人販売農家には
「中核的担い手」に位置づける生産者組織加入を推進します。生きがいの家庭菜園志向者
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集落営農の組織化
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○任意組織はより慎重な
　融資審査が必要

○法人化による社会保険の適用など
　労働環境の整備により人材確保
○法人化による取引上の信用力の向上
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集落営農組織（法人含む）
の広域連携

○法人間連携により不足する
　経営資源を充足

等へはグループ化による集団対応を行い
将来の販売農家への育成及びJA総合事業
利用者増大につなげます。
　担い手候補へは、関係機関と連携する就
農相談会への参加や就農促進トータルサ
ポート事業の活用などにより、将来の「中
核的担い手」を志す新たな人材発掘と新
規就農者の確保・育成を支援する活動に
取り組みます。
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農家後継者
農外からの就農者

JA

訪問・対話活動

指導
事業

共済
事業

購買
事業

信用
事業

販売
事業

情
報
・
提
案

要
望
・
相
談

中核的
担い手など

新規就農者数の目標（単年度）

目　　標

（単位：経営体）

新規就農者

生産者組織
熟練農家

連携 連携

中核的担い手へ

関係機関

●研修受け入れ　●営農技術指導
●青色申告指導　●営農資金支援

●中古施設・農地の仲介
●補助事業活用支援

●研修の実施

育 成 支 援

岡 山 東
岡 山 西
倉 敷 か さ や
び ほ く
新 見
真 庭
津 山
勝 英
合 計

統括本部
実　　績

13
27
5
8
8
12
19
8

100

14
26
5
9
8
13
13
12
100

14
26
5
9
8
13
13
12
100

14
26
5
9
8
13
13
12
100

❸「多様な担い手」「担い手候補」の育成と対応
　直売所出荷者会員にはグループ活動を通して、多品目作物の紹介をはじめ作り方や農薬
適正使用等に関する情報の提供・指導を行います。集団組織に属さない個人販売農家には
「中核的担い手」に位置づける生産者組織加入を推進します。生きがいの家庭菜園志向者

令和7年度 令和8年度 令和9年度令和6年度

❹出向く担い手総合支援活動
　一定要件を満たす担い手登録農家へ定期的に訪問する「出向く訪問活動」体制の充実を
図り、「よりよい営農活動＊3」との連動による相互パートナーシップ関係の強化に取り組みま
す。訪問活動によって得られた担い手ニーズにはJA総合事業力を集結して対応し、農業所得
向上はもとより地域農業の担い手確保や「晴ればれ産地＊1」振興に結びつけます。

❺JA営農指導機能の強化
　農家組合員のJA営農指導事業（営農企
画・農業経営・営農指導）に対するニーズは高
く、「よりよい営農活動＊3」の期待に応える営
農指導（GH評価（用語解説＊5））人材を育成す
る研修制度「JA晴れの国岡山営農指導事業
体制強化実施基本要領」に基づいて、3年間
をワンサイクルとする営農指導員の育成に取
り組みます。併せて営農指導機能を発揮する
体制の整備拡充を図ります。
　また、若手営農指導員やJA内外から登用
の専門的知識を有するOB職の適正配置に
努めます。

等へはグループ化による集団対応を行い
将来の販売農家への育成及びJA総合事業
利用者増大につなげます。
　担い手候補へは、関係機関と連携する就
農相談会への参加や就農促進トータルサ
ポート事業の活用などにより、将来の「中
核的担い手」を志す新たな人材発掘と新
規就農者の確保・育成を支援する活動に
取り組みます。

JA内での横串機能（情報共有、課題解決手法の検討）
JA役員・関係部署

出
向
く
担
い
手
支
援
ワ
ン
チ
ー
ム
体
制

大規模農家や新規就農希望者への対応

１
年目

２
年目

３
年目

ＧＨ評価員資格取得

資金・経営

土壌・肥料
ＧＨ評価制度に
基づく実践研修

農　薬
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❸「多様な担い手」「担い手候補」の育成と対応
　直売所出荷者会員にはグループ活動を通して、多品目作物の紹介をはじめ作り方や農薬
適正使用等に関する情報の提供・指導を行います。集団組織に属さない個人販売農家には
「中核的担い手」に位置づける生産者組織加入を推進します。生きがいの家庭菜園志向者
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❹出向く担い手総合支援活動
　一定要件を満たす担い手登録農家へ定期的に訪問する「出向く訪問活動」体制の充実を
図り、「よりよい営農活動＊3」との連動による相互パートナーシップ関係の強化に取り組みま
す。訪問活動によって得られた担い手ニーズにはJA総合事業力を集結して対応し、農業所得
向上はもとより地域農業の担い手確保や「晴ればれ産地＊1」振興に結びつけます。

❺JA営農指導機能の強化
　農家組合員のJA営農指導事業（営農企
画・農業経営・営農指導）に対するニーズは高
く、「よりよい営農活動＊3」の期待に応える営
農指導（GH評価（用語解説＊5））人材を育成す
る研修制度「JA晴れの国岡山営農指導事業
体制強化実施基本要領」に基づいて、3年間
をワンサイクルとする営農指導員の育成に取
り組みます。併せて営農指導機能を発揮する
体制の整備拡充を図ります。
　また、若手営農指導員やJA内外から登用
の専門的知識を有するOB職の適正配置に
努めます。

等へはグループ化による集団対応を行い
将来の販売農家への育成及びJA総合事業
利用者増大につなげます。
　担い手候補へは、関係機関と連携する就
農相談会への参加や就農促進トータルサ
ポート事業の活用などにより、将来の「中
核的担い手」を志す新たな人材発掘と新
規就農者の確保・育成を支援する活動に
取り組みます。

JA内での横串機能（情報共有、課題解決手法の検討）
JA役員・関係部署
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地域農業を盛り上げていく
パートナーシップに基づき
目標を共有・実践

JA 生産者
組織

❶産地拡大
　生産者組織を中心とする「生産団地の造成」「生産基盤の強化」など行政支援を視野に入
れて、面的かつ集団的な生産振興及び「よりよい営農活動＊3」に取り組みます。また、生産者組
織未加入者には加入を促進し、地域農家がこぞって「晴ればれ産地＊1」振興に取り組む連携
体制の充実を図ります。

❷品目振興
　県の振興方針をふまえて、品目ごとの特性を活かした「統一ブランド」を定め、全域にわた
る生産振興を図ります。
　地域固有の立地や風土を活かすオリジナル品目については「地域ブランド」として、地域ご
とにブロック振興を図ります。

❸農地保全の取り組み
　JAは耕作放棄地の拡大を防ぐ観点から、農作業受委託事業に取り組みます。JAが農作業を
直接行う方法とJAが受託しパートナーに再委託する手法によります。
　また、離農に伴う農地や園地の利活用及び流動化に対しては、認定農業者や集落営農組
織、農業法人、農業後継者等を受け皿とした農地の集積と集約化に取り組み、個々の経営規
模拡大とともに地域全体の農地保全・管理につなげます。

❹6次産業化支援
　地域に埋もれた加工技術や資源を活かし継承する6次産業の取り組みを支援します。また、
「付加価値の増大」と「新規需要の拡大」を念頭に新たな6次化商品を開発するなど総合的
に、農業所得の向上と持続する農業の実践や生産拡大へと結びつけます。

❺知的財産権の活用
　地域の文化、歴史や風土、特性、独自性が認められる「地域団体商標制度」はじめ「地理的
表示（GI）保護制度」や「JA登録商標」等、知的財産権を保護する制度をフル活用します。知的
財産権を取得した品目については、「物語」を付加したブランド品の増産に取り組むとともに
消費宣伝（PR）活動やオリジナル販売を展開します。

❸「多様な担い手」「担い手候補」の育成と対応
　直売所出荷者会員にはグループ活動を通して、多品目作物の紹介をはじめ作り方や農薬
適正使用等に関する情報の提供・指導を行います。集団組織に属さない個人販売農家には
「中核的担い手」に位置づける生産者組織加入を推進します。生きがいの家庭菜園志向者

２．物づくり（種まき）
　耕種農家の生産基盤である耕作面積は中～小規模農家を中心として総体に減少傾向が続
き、品目別では、米の減少幅は大きく園芸は微減の状況にあります。畜産農家の生産基盤であ
る飼養頭羽数は増加しており、個人から法人経営への寡占化の進行に起因しています。これら
の動向を背景に、耕種農家・畜産農家共に一経営体当たり平均規模（耕作面積・飼養頭羽数）
は拡大する傾向にあります。
　農家の少数化・大規模化がすすむ状況をふまえ、適地適作を観点に需要の変化に応じた選
択的規模拡大の推進による農業所得確保に取り組みます。また、小規模農家へは「共同の力」
を発揮する生産者組織への加入を推進します。

等へはグループ化による集団対応を行い
将来の販売農家への育成及びJA総合事業
利用者増大につなげます。
　担い手候補へは、関係機関と連携する就
農相談会への参加や就農促進トータルサ
ポート事業の活用などにより、将来の「中
核的担い手」を志す新たな人材発掘と新
規就農者の確保・育成を支援する活動に
取り組みます。

「晴ればれ産地」
担い手農家
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食
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そ
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JAの取り組み

 ●生産企画提案と産地連携体制の強化

 ●「統一ブランド」「地域ブランド」の育成

 ●６次産業化支援

 ●知的財産権登録・活用支援

 ●多様なニーズの掘り起こし・リサーチ

 ●大都市圏及び県内での営業活動 等

営業活動の展開 ニーズの収集

生産企画の提案

農家ニーズへの対応

❻種苗の供給
　農産物づくりに必要な種苗確保について営農・経済部門連携して、ニーズに応じた柔軟な対
策を講じます。購入種苗注文者には予約制度の下で的確な対応を図ります。農家自らの育苗に
は、健苗育成や生産性向上等の指導対応を行います。育苗施設利用者には、施設の広域的活
用かつ汎用的協力関係の再構築をはじめ、少量品目・品種の集中育苗や育苗作業の効率化、
育苗ロスの減少、料金統一等、運用改善を図り対応します。

３．販売力強化体制づくり（売り込み）
　農畜産物販売は農業所得に直結する事業であり、その中核を担う「共同販売」の強みを活
かしたスケールメリットの発揮が所得確保の重要な鍵を握ります。
　その実現に向けて、取引先と産地間における食の安全・安心を基調とするブランド力を活か
した信頼関係の構築はじめ、双方のニーズに裏づけられる消費宣伝（PR）活動や販売チャネル
の充実による有利販売及び安定運送手段の確保などに取り組みます。
　また、JA独自販売を指向するPJ（プロジェクト）検証に取り組みます。

❶販売先のパートナー化
　青果、米穀、畜産など異なる流通状況のなかで品目それぞれに、実需ニーズに基づく仕向
け先の集約化と重点販売先とのパートナー化に取り組みます。そして、実需と産地間双方の現
場における有益な交流機会や日常の的確かつタイムリーな情報交換などを図り、相互の信頼
関係強化による販売力強化を目指します。

❷販売チャネル（経路）の充実
　農畜産物の需要は家計用・加工用・業務用に大別され、国民のライフスタイルの変化に伴っ
て外食化・中食化や簡便化・即食化をはじめ生鮮食品から加工食品へのシフトなど多岐多様
化するニーズはもとより食の国際化の進展などの動向を的確につかみ、販売チャネルの充実
に取り組みます。また、取引形態（時期・量・質）を柔軟に受け入れることのできる産地体質・体
制の強化を図ります。

策
定
主
旨

1

現
状
と
課
題

2

基
本
方
向

4

戦
　
略

5

部
門
別
振
興
方
向

６

目
　
標

3

策
定
主
旨

1

現
状
と
課
題

2

基
本
方
向

4

戦
　
略

5

部
門
別
振
興
方
向

６

目
　
標

3

12



地域農業を盛り上げていく
パートナーシップに基づき
目標を共有・実践

JA 生産者
組織

❶産地拡大
　生産者組織を中心とする「生産団地の造成」「生産基盤の強化」など行政支援を視野に入
れて、面的かつ集団的な生産振興及び「よりよい営農活動＊3」に取り組みます。また、生産者組
織未加入者には加入を促進し、地域農家がこぞって「晴ればれ産地＊1」振興に取り組む連携
体制の充実を図ります。

❷品目振興
　県の振興方針をふまえて、品目ごとの特性を活かした「統一ブランド」を定め、全域にわた
る生産振興を図ります。
　地域固有の立地や風土を活かすオリジナル品目については「地域ブランド」として、地域ご
とにブロック振興を図ります。

❸農地保全の取り組み
　JAは耕作放棄地の拡大を防ぐ観点から、農作業受委託事業に取り組みます。JAが農作業を
直接行う方法とJAが受託しパートナーに再委託する手法によります。
　また、離農に伴う農地や園地の利活用及び流動化に対しては、認定農業者や集落営農組
織、農業法人、農業後継者等を受け皿とした農地の集積と集約化に取り組み、個々の経営規
模拡大とともに地域全体の農地保全・管理につなげます。

❹6次産業化支援
　地域に埋もれた加工技術や資源を活かし継承する6次産業の取り組みを支援します。また、
「付加価値の増大」と「新規需要の拡大」を念頭に新たな6次化商品を開発するなど総合的
に、農業所得の向上と持続する農業の実践や生産拡大へと結びつけます。

❺知的財産権の活用
　地域の文化、歴史や風土、特性、独自性が認められる「地域団体商標制度」はじめ「地理的
表示（GI）保護制度」や「JA登録商標」等、知的財産権を保護する制度をフル活用します。知的
財産権を取得した品目については、「物語」を付加したブランド品の増産に取り組むとともに
消費宣伝（PR）活動やオリジナル販売を展開します。

❸「多様な担い手」「担い手候補」の育成と対応
　直売所出荷者会員にはグループ活動を通して、多品目作物の紹介をはじめ作り方や農薬
適正使用等に関する情報の提供・指導を行います。集団組織に属さない個人販売農家には
「中核的担い手」に位置づける生産者組織加入を推進します。生きがいの家庭菜園志向者

２．物づくり（種まき）
　耕種農家の生産基盤である耕作面積は中～小規模農家を中心として総体に減少傾向が続
き、品目別では、米の減少幅は大きく園芸は微減の状況にあります。畜産農家の生産基盤であ
る飼養頭羽数は増加しており、個人から法人経営への寡占化の進行に起因しています。これら
の動向を背景に、耕種農家・畜産農家共に一経営体当たり平均規模（耕作面積・飼養頭羽数）
は拡大する傾向にあります。
　農家の少数化・大規模化がすすむ状況をふまえ、適地適作を観点に需要の変化に応じた選
択的規模拡大の推進による農業所得確保に取り組みます。また、小規模農家へは「共同の力」
を発揮する生産者組織への加入を推進します。

等へはグループ化による集団対応を行い
将来の販売農家への育成及びJA総合事業
利用者増大につなげます。
　担い手候補へは、関係機関と連携する就
農相談会への参加や就農促進トータルサ
ポート事業の活用などにより、将来の「中
核的担い手」を志す新たな人材発掘と新
規就農者の確保・育成を支援する活動に
取り組みます。
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担い手農家
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JAの取り組み

 ●生産企画提案と産地連携体制の強化

 ●「統一ブランド」「地域ブランド」の育成

 ●６次産業化支援

 ●知的財産権登録・活用支援

 ●多様なニーズの掘り起こし・リサーチ

 ●大都市圏及び県内での営業活動 等

営業活動の展開 ニーズの収集

生産企画の提案

農家ニーズへの対応

❻種苗の供給
　農産物づくりに必要な種苗確保について営農・経済部門連携して、ニーズに応じた柔軟な対
策を講じます。購入種苗注文者には予約制度の下で的確な対応を図ります。農家自らの育苗に
は、健苗育成や生産性向上等の指導対応を行います。育苗施設利用者には、施設の広域的活
用かつ汎用的協力関係の再構築をはじめ、少量品目・品種の集中育苗や育苗作業の効率化、
育苗ロスの減少、料金統一等、運用改善を図り対応します。

３．販売力強化体制づくり（売り込み）
　農畜産物販売は農業所得に直結する事業であり、その中核を担う「共同販売」の強みを活
かしたスケールメリットの発揮が所得確保の重要な鍵を握ります。
　その実現に向けて、取引先と産地間における食の安全・安心を基調とするブランド力を活か
した信頼関係の構築はじめ、双方のニーズに裏づけられる消費宣伝（PR）活動や販売チャネル
の充実による有利販売及び安定運送手段の確保などに取り組みます。
　また、JA独自販売を指向するPJ（プロジェクト）検証に取り組みます。

❶販売先のパートナー化
　青果、米穀、畜産など異なる流通状況のなかで品目それぞれに、実需ニーズに基づく仕向
け先の集約化と重点販売先とのパートナー化に取り組みます。そして、実需と産地間双方の現
場における有益な交流機会や日常の的確かつタイムリーな情報交換などを図り、相互の信頼
関係強化による販売力強化を目指します。

❷販売チャネル（経路）の充実
　農畜産物の需要は家計用・加工用・業務用に大別され、国民のライフスタイルの変化に伴っ
て外食化・中食化や簡便化・即食化をはじめ生鮮食品から加工食品へのシフトなど多岐多様
化するニーズはもとより食の国際化の進展などの動向を的確につかみ、販売チャネルの充実
に取り組みます。また、取引形態（時期・量・質）を柔軟に受け入れることのできる産地体質・体
制の強化を図ります。
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❶産地拡大
　生産者組織を中心とする「生産団地の造成」「生産基盤の強化」など行政支援を視野に入
れて、面的かつ集団的な生産振興及び「よりよい営農活動＊3」に取り組みます。また、生産者組
織未加入者には加入を促進し、地域農家がこぞって「晴ればれ産地＊1」振興に取り組む連携
体制の充実を図ります。

❷品目振興
　県の振興方針をふまえて、品目ごとの特性を活かした「統一ブランド」を定め、全域にわた
る生産振興を図ります。
　地域固有の立地や風土を活かすオリジナル品目については「地域ブランド」として、地域ご
とにブロック振興を図ります。

❸農地保全の取り組み
　JAは耕作放棄地の拡大を防ぐ観点から、農作業受委託事業に取り組みます。JAが農作業を
直接行う方法とJAが受託しパートナーに再委託する手法によります。
　また、離農に伴う農地や園地の利活用及び流動化に対しては、認定農業者や集落営農組
織、農業法人、農業後継者等を受け皿とした農地の集積と集約化に取り組み、個々の経営規
模拡大とともに地域全体の農地保全・管理につなげます。

❹6次産業化支援
　地域に埋もれた加工技術や資源を活かし継承する6次産業の取り組みを支援します。また、
「付加価値の増大」と「新規需要の拡大」を念頭に新たな6次化商品を開発するなど総合的
に、農業所得の向上と持続する農業の実践や生産拡大へと結びつけます。

❺知的財産権の活用
　地域の文化、歴史や風土、特性、独自性が認められる「地域団体商標制度」はじめ「地理的
表示（GI）保護制度」や「JA登録商標」等、知的財産権を保護する制度をフル活用します。知的
財産権を取得した品目については、「物語」を付加したブランド品の増産に取り組むとともに
消費宣伝（PR）活動やオリジナル販売を展開します。

❸「多様な担い手」「担い手候補」の育成と対応
　直売所出荷者会員にはグループ活動を通して、多品目作物の紹介をはじめ作り方や農薬
適正使用等に関する情報の提供・指導を行います。集団組織に属さない個人販売農家には
「中核的担い手」に位置づける生産者組織加入を推進します。生きがいの家庭菜園志向者

等へはグループ化による集団対応を行い
将来の販売農家への育成及びJA総合事業
利用者増大につなげます。
　担い手候補へは、関係機関と連携する就
農相談会への参加や就農促進トータルサ
ポート事業の活用などにより、将来の「中
核的担い手」を志す新たな人材発掘と新
規就農者の確保・育成を支援する活動に
取り組みます。

❻種苗の供給
　農産物づくりに必要な種苗確保について営農・経済部門連携して、ニーズに応じた柔軟な対
策を講じます。購入種苗注文者には予約制度の下で的確な対応を図ります。農家自らの育苗に
は、健苗育成や生産性向上等の指導対応を行います。育苗施設利用者には、施設の広域的活
用かつ汎用的協力関係の再構築をはじめ、少量品目・品種の集中育苗や育苗作業の効率化、
育苗ロスの減少、料金統一等、運用改善を図り対応します。

３．販売力強化体制づくり（売り込み）
　農畜産物販売は農業所得に直結する事業であり、その中核を担う「共同販売」の強みを活
かしたスケールメリットの発揮が所得確保の重要な鍵を握ります。
　その実現に向けて、取引先と産地間における食の安全・安心を基調とするブランド力を活か
した信頼関係の構築はじめ、双方のニーズに裏づけられる消費宣伝（PR）活動や販売チャネル
の充実による有利販売及び安定運送手段の確保などに取り組みます。
　また、JA独自販売を指向するPJ（プロジェクト）検証に取り組みます。

❶販売先のパートナー化
　青果、米穀、畜産など異なる流通状況のなかで品目それぞれに、実需ニーズに基づく仕向
け先の集約化と重点販売先とのパートナー化に取り組みます。そして、実需と産地間双方の現
場における有益な交流機会や日常の的確かつタイムリーな情報交換などを図り、相互の信頼
関係強化による販売力強化を目指します。

❷販売チャネル（経路）の充実
　農畜産物の需要は家計用・加工用・業務用に大別され、国民のライフスタイルの変化に伴っ
て外食化・中食化や簡便化・即食化をはじめ生鮮食品から加工食品へのシフトなど多岐多様
化するニーズはもとより食の国際化の進展などの動向を的確につかみ、販売チャネルの充実
に取り組みます。また、取引形態（時期・量・質）を柔軟に受け入れることのできる産地体質・体
制の強化を図ります。

❸JA独自販売検証（プロジェクト）
　当面の販売事業方式は継続するものの販売チャネルの充実と並行して、JA独自販売の機
能・有利性を検証するプロジェクトに取り組み、有益かつ可能な品目や取引形態から随時、独
自販売を強化していきます。

❹ブランド力向上
　全域統一品目は、連携販売を視野とする「JA晴れの国岡山」を前面に打ち出した「定期・定
量・定質」需要に応えるブランド産地化に取り組みます。かつ、統一品目に地域色を加味した方
がより有益な品目については、ブランドの重層化に取り組みます。
　地域オリジナル品目については、将来の広域化を視野としたブランド化に取り組みます。

❺売り込み（消費宣伝）活動
　関係機関と連携した「消費地まで出向く活動」「試食宣伝」「TVなどマスコミ媒体の活用」
「宣伝グッズ作成・配布」等々、品目それぞれの特長を活かした売り込み（消費宣伝）活動を展
開します。
　また、農畜産物品目と独自の地元加工品や商店とコラボ（協力）する6次化商品あるいは
JA晴ればれ直行便や直売所の企画品目などをリンク（連動）させた消費宣伝（PR）活動に
取り組みます。

❻運送手段の確保
　産地間連携・統合による集荷及び出荷拠点の集約化や地域内で作付けされる多品目作物
の集約など運送ロットを増やす産地協議・調整に取り組み、運送手段の確保と運賃の最適化
実現を追求します。
　また、産地買取り販売による運送手段の確保と運賃を削減する実需開拓に取り組みます。

●農畜産物加工品 等

産地 流通経路と消費形態

●体験農園・料理教室・
収穫祭（普及活動） 等

●ＪＡ農畜産物直売所
●ＪＡタウン等ネット販売

●レストラン 等
●カット野菜等加工会社

●農畜産物輸出・海外レストラン
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ＪＡ農畜産物の販売チャネル（経路）

家庭消費
量販店や生協 等

外　食
飲食店や給食 等

輸出

中　食
 弁当や惣菜 等

JAグループの取り組み ４．農業生産環境づくり（伴走支援）
　地域農業の持続には、担い手農家が農業を営みやすい環境づくりが必須なことからソフト
面における課題を6つに整理し、「よりよい営農活動＊3」の支援に取り組みます。

❶営農及び経営改善サポート
　持続する農業を展望したスマート農業（用語解説＊6）などの革新技術対応をはじめ、気象変
動の深刻化が予測されているなか温暖化に適応する品種・系統や環境負荷を低減する開発
技術・機器などの導入普及を支援します。その一つとして、「Z-GIS（用語解説＊7）」「ザルビオ
（用語解説＊8）」を活用する効率的な営農・栽培管理システムの普及支援に取り組みます。
　経営面では「JA晴れの国岡山農業青色申告会連絡協議会」運営体制の強化やソリマチ農
業簿記活用の推進並びに専任担当者の育成に取り組み、担い手農家の経営改善や経営資
源の有効活用をサポートする機能発揮に努めます。

❷地域農業活性化サポート
　高齢化に伴う遊休農地が増加する状況のなか、関係機関との連携を図り、農地の貸し手と
借り手のマッチング促進による認定農業者・農業法人など農業の担い手への農地集積の円滑
な取り組みによる地域農業の活性化を支援します。
　また、JA農作業受委託事業の充実並びに新たな働き手を確保する
ツール（手段・方法）として農福連携の促進や農家と働き手を結ぶ「1日
農業バイト」アプリ（用語解説＊9）の紹介など、持続する地域農業の活力
向上支援に努めます。

❸各種資格取得対応
　大規模経営に不可欠な機械化に伴う大型特殊免許や農業被害が深刻な鳥獣の狩猟免
許・許認可などの取得について、タイムリーな情報提供に努めます。加えて、鳥獣被害防止につ
いては関係機関・猟友会との連携により、有益な駆除知識の普及活動や集落全体の「集落
柵」整備への意識啓発に取り組みます。
　また、消費者と食の信頼を高める取り組みとして、GAP（ギャップ）やHACCP（ハサップ）など
の認証取得や実践活動をサポートします。

❹労働・自然等災害対応
　農作業時における労働災害に備える本店設置の「労働保険
事務組合・特定加入団体」の農家組合員への周知及び理解
浸透を図り、各統括本部を窓口に農家組合員への円滑な「農
業労災保険」加入促進と未利用地域への適用拡大を推進しま
す。加えて、労働災害リスクへの補償で法人等の農業経営をサ
ポートするJA共済労働災害補償制度（用語解説＊10）や幅広く
農業経営リスクへ対応する農業者賠償責任共済（用語解説＊
11）への加入を推進します。
　また、自然災害による収量減少や価格低下など経営努力では避けられない不慮の災害リスクに
よる収入減少に備え、収入保険や農業共済制度などへの加入を促進します。

❺食の安全及び SDGsへの取り組み
　「よりよい営農活動＊3」に根ざした売れる産品づくりを目指し、「作業防除暦」の作成配布と生産
履歴記帳（トレーサビリティ）による農薬適正使用や動物用医薬品等の適正使用の推進並びに指
導を行います。
　SDGs（持続可能な開発目標）対応については、JAグループ岡山の「SDGs取組宣言」の下、次の
取り組みを通して地域社会の課題解決支援に貢献します。
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❶産地拡大
　生産者組織を中心とする「生産団地の造成」「生産基盤の強化」など行政支援を視野に入
れて、面的かつ集団的な生産振興及び「よりよい営農活動＊3」に取り組みます。また、生産者組
織未加入者には加入を促進し、地域農家がこぞって「晴ればれ産地＊1」振興に取り組む連携
体制の充実を図ります。

❷品目振興
　県の振興方針をふまえて、品目ごとの特性を活かした「統一ブランド」を定め、全域にわた
る生産振興を図ります。
　地域固有の立地や風土を活かすオリジナル品目については「地域ブランド」として、地域ご
とにブロック振興を図ります。

❸農地保全の取り組み
　JAは耕作放棄地の拡大を防ぐ観点から、農作業受委託事業に取り組みます。JAが農作業を
直接行う方法とJAが受託しパートナーに再委託する手法によります。
　また、離農に伴う農地や園地の利活用及び流動化に対しては、認定農業者や集落営農組
織、農業法人、農業後継者等を受け皿とした農地の集積と集約化に取り組み、個々の経営規
模拡大とともに地域全体の農地保全・管理につなげます。

❹6次産業化支援
　地域に埋もれた加工技術や資源を活かし継承する6次産業の取り組みを支援します。また、
「付加価値の増大」と「新規需要の拡大」を念頭に新たな6次化商品を開発するなど総合的
に、農業所得の向上と持続する農業の実践や生産拡大へと結びつけます。

❺知的財産権の活用
　地域の文化、歴史や風土、特性、独自性が認められる「地域団体商標制度」はじめ「地理的
表示（GI）保護制度」や「JA登録商標」等、知的財産権を保護する制度をフル活用します。知的
財産権を取得した品目については、「物語」を付加したブランド品の増産に取り組むとともに
消費宣伝（PR）活動やオリジナル販売を展開します。

❸「多様な担い手」「担い手候補」の育成と対応
　直売所出荷者会員にはグループ活動を通して、多品目作物の紹介をはじめ作り方や農薬
適正使用等に関する情報の提供・指導を行います。集団組織に属さない個人販売農家には
「中核的担い手」に位置づける生産者組織加入を推進します。生きがいの家庭菜園志向者

等へはグループ化による集団対応を行い
将来の販売農家への育成及びJA総合事業
利用者増大につなげます。
　担い手候補へは、関係機関と連携する就
農相談会への参加や就農促進トータルサ
ポート事業の活用などにより、将来の「中
核的担い手」を志す新たな人材発掘と新
規就農者の確保・育成を支援する活動に
取り組みます。

❻種苗の供給
　農産物づくりに必要な種苗確保について営農・経済部門連携して、ニーズに応じた柔軟な対
策を講じます。購入種苗注文者には予約制度の下で的確な対応を図ります。農家自らの育苗に
は、健苗育成や生産性向上等の指導対応を行います。育苗施設利用者には、施設の広域的活
用かつ汎用的協力関係の再構築をはじめ、少量品目・品種の集中育苗や育苗作業の効率化、
育苗ロスの減少、料金統一等、運用改善を図り対応します。

３．販売力強化体制づくり（売り込み）
　農畜産物販売は農業所得に直結する事業であり、その中核を担う「共同販売」の強みを活
かしたスケールメリットの発揮が所得確保の重要な鍵を握ります。
　その実現に向けて、取引先と産地間における食の安全・安心を基調とするブランド力を活か
した信頼関係の構築はじめ、双方のニーズに裏づけられる消費宣伝（PR）活動や販売チャネル
の充実による有利販売及び安定運送手段の確保などに取り組みます。
　また、JA独自販売を指向するPJ（プロジェクト）検証に取り組みます。

❶販売先のパートナー化
　青果、米穀、畜産など異なる流通状況のなかで品目それぞれに、実需ニーズに基づく仕向
け先の集約化と重点販売先とのパートナー化に取り組みます。そして、実需と産地間双方の現
場における有益な交流機会や日常の的確かつタイムリーな情報交換などを図り、相互の信頼
関係強化による販売力強化を目指します。

❷販売チャネル（経路）の充実
　農畜産物の需要は家計用・加工用・業務用に大別され、国民のライフスタイルの変化に伴っ
て外食化・中食化や簡便化・即食化をはじめ生鮮食品から加工食品へのシフトなど多岐多様
化するニーズはもとより食の国際化の進展などの動向を的確につかみ、販売チャネルの充実
に取り組みます。また、取引形態（時期・量・質）を柔軟に受け入れることのできる産地体質・体
制の強化を図ります。

❸JA独自販売検証（プロジェクト）
　当面の販売事業方式は継続するものの販売チャネルの充実と並行して、JA独自販売の機
能・有利性を検証するプロジェクトに取り組み、有益かつ可能な品目や取引形態から随時、独
自販売を強化していきます。

❹ブランド力向上
　全域統一品目は、連携販売を視野とする「JA晴れの国岡山」を前面に打ち出した「定期・定
量・定質」需要に応えるブランド産地化に取り組みます。かつ、統一品目に地域色を加味した方
がより有益な品目については、ブランドの重層化に取り組みます。
　地域オリジナル品目については、将来の広域化を視野としたブランド化に取り組みます。

❺売り込み（消費宣伝）活動
　関係機関と連携した「消費地まで出向く活動」「試食宣伝」「TVなどマスコミ媒体の活用」
「宣伝グッズ作成・配布」等々、品目それぞれの特長を活かした売り込み（消費宣伝）活動を展
開します。
　また、農畜産物品目と独自の地元加工品や商店とコラボ（協力）する6次化商品あるいは
JA晴ればれ直行便や直売所の企画品目などをリンク（連動）させた消費宣伝（PR）活動に
取り組みます。

❻運送手段の確保
　産地間連携・統合による集荷及び出荷拠点の集約化や地域内で作付けされる多品目作物
の集約など運送ロットを増やす産地協議・調整に取り組み、運送手段の確保と運賃の最適化
実現を追求します。
　また、産地買取り販売による運送手段の確保と運賃を削減する実需開拓に取り組みます。

●農畜産物加工品 等

産地 流通経路と消費形態

●体験農園・料理教室・
収穫祭（普及活動） 等

●ＪＡ農畜産物直売所
●ＪＡタウン等ネット販売

●レストラン 等
●カット野菜等加工会社

●農畜産物輸出・海外レストラン
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ＪＡ農畜産物の販売チャネル（経路）
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量販店や生協 等
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飲食店や給食 等

輸出
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 弁当や惣菜 等

JAグループの取り組み ４．農業生産環境づくり（伴走支援）
　地域農業の持続には、担い手農家が農業を営みやすい環境づくりが必須なことからソフト
面における課題を6つに整理し、「よりよい営農活動＊3」の支援に取り組みます。

❶営農及び経営改善サポート
　持続する農業を展望したスマート農業（用語解説＊6）などの革新技術対応をはじめ、気象変
動の深刻化が予測されているなか温暖化に適応する品種・系統や環境負荷を低減する開発
技術・機器などの導入普及を支援します。その一つとして、「Z-GIS（用語解説＊7）」「ザルビオ
（用語解説＊8）」を活用する効率的な営農・栽培管理システムの普及支援に取り組みます。
　経営面では「JA晴れの国岡山農業青色申告会連絡協議会」運営体制の強化やソリマチ農
業簿記活用の推進並びに専任担当者の育成に取り組み、担い手農家の経営改善や経営資
源の有効活用をサポートする機能発揮に努めます。

❷地域農業活性化サポート
　高齢化に伴う遊休農地が増加する状況のなか、関係機関との連携を図り、農地の貸し手と
借り手のマッチング促進による認定農業者・農業法人など農業の担い手への農地集積の円滑
な取り組みによる地域農業の活性化を支援します。
　また、JA農作業受委託事業の充実並びに新たな働き手を確保する
ツール（手段・方法）として農福連携の促進や農家と働き手を結ぶ「1日
農業バイト」アプリ（用語解説＊9）の紹介など、持続する地域農業の活力
向上支援に努めます。

❸各種資格取得対応
　大規模経営に不可欠な機械化に伴う大型特殊免許や農業被害が深刻な鳥獣の狩猟免
許・許認可などの取得について、タイムリーな情報提供に努めます。加えて、鳥獣被害防止につ
いては関係機関・猟友会との連携により、有益な駆除知識の普及活動や集落全体の「集落
柵」整備への意識啓発に取り組みます。
　また、消費者と食の信頼を高める取り組みとして、GAP（ギャップ）やHACCP（ハサップ）など
の認証取得や実践活動をサポートします。

❹労働・自然等災害対応
　農作業時における労働災害に備える本店設置の「労働保険
事務組合・特定加入団体」の農家組合員への周知及び理解
浸透を図り、各統括本部を窓口に農家組合員への円滑な「農
業労災保険」加入促進と未利用地域への適用拡大を推進しま
す。加えて、労働災害リスクへの補償で法人等の農業経営をサ
ポートするJA共済労働災害補償制度（用語解説＊10）や幅広く
農業経営リスクへ対応する農業者賠償責任共済（用語解説＊
11）への加入を推進します。
　また、自然災害による収量減少や価格低下など経営努力では避けられない不慮の災害リスクに
よる収入減少に備え、収入保険や農業共済制度などへの加入を促進します。

❺食の安全及び SDGsへの取り組み
　「よりよい営農活動＊3」に根ざした売れる産品づくりを目指し、「作業防除暦」の作成配布と生産
履歴記帳（トレーサビリティ）による農薬適正使用や動物用医薬品等の適正使用の推進並びに指
導を行います。
　SDGs（持続可能な開発目標）対応については、JAグループ岡山の「SDGs取組宣言」の下、次の
取り組みを通して地域社会の課題解決支援に貢献します。
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岡山県の鳥獣による農林水産被害額の推移

❸「多様な担い手」「担い手候補」の育成と対応
　直売所出荷者会員にはグループ活動を通して、多品目作物の紹介をはじめ作り方や農薬
適正使用等に関する情報の提供・指導を行います。集団組織に属さない個人販売農家には
「中核的担い手」に位置づける生産者組織加入を推進します。生きがいの家庭菜園志向者

等へはグループ化による集団対応を行い
将来の販売農家への育成及びJA総合事業
利用者増大につなげます。
　担い手候補へは、関係機関と連携する就
農相談会への参加や就農促進トータルサ
ポート事業の活用などにより、将来の「中
核的担い手」を志す新たな人材発掘と新
規就農者の確保・育成を支援する活動に
取り組みます。

❸JA独自販売検証（プロジェクト）
　当面の販売事業方式は継続するものの販売チャネルの充実と並行して、JA独自販売の機
能・有利性を検証するプロジェクトに取り組み、有益かつ可能な品目や取引形態から随時、独
自販売を強化していきます。

❹ブランド力向上
　全域統一品目は、連携販売を視野とする「JA晴れの国岡山」を前面に打ち出した「定期・定
量・定質」需要に応えるブランド産地化に取り組みます。かつ、統一品目に地域色を加味した方
がより有益な品目については、ブランドの重層化に取り組みます。
　地域オリジナル品目については、将来の広域化を視野としたブランド化に取り組みます。

❺売り込み（消費宣伝）活動
　関係機関と連携した「消費地まで出向く活動」「試食宣伝」「TVなどマスコミ媒体の活用」
「宣伝グッズ作成・配布」等々、品目それぞれの特長を活かした売り込み（消費宣伝）活動を展
開します。
　また、農畜産物品目と独自の地元加工品や商店とコラボ（協力）する6次化商品あるいは
JA晴ればれ直行便や直売所の企画品目などをリンク（連動）させた消費宣伝（PR）活動に
取り組みます。

❻運送手段の確保
　産地間連携・統合による集荷及び出荷拠点の集約化や地域内で作付けされる多品目作物
の集約など運送ロットを増やす産地協議・調整に取り組み、運送手段の確保と運賃の最適化
実現を追求します。
　また、産地買取り販売による運送手段の確保と運賃を削減する実需開拓に取り組みます。

４．農業生産環境づくり（伴走支援）
　地域農業の持続には、担い手農家が農業を営みやすい環境づくりが必須なことからソフト
面における課題を6つに整理し、「よりよい営農活動＊3」の支援に取り組みます。

❶営農及び経営改善サポート
　持続する農業を展望したスマート農業（用語解説＊6）などの革新技術対応をはじめ、気象変
動の深刻化が予測されているなか温暖化に適応する品種・系統や環境負荷を低減する開発
技術・機器などの導入普及を支援します。その一つとして、「Z-GIS（用語解説＊7）」「ザルビオ
（用語解説＊8）」を活用する効率的な営農・栽培管理システムの普及支援に取り組みます。
　経営面では「JA晴れの国岡山農業青色申告会連絡協議会」運営体制の強化やソリマチ農
業簿記活用の推進並びに専任担当者の育成に取り組み、担い手農家の経営改善や経営資
源の有効活用をサポートする機能発揮に努めます。

❷地域農業活性化サポート
　高齢化に伴う遊休農地が増加する状況のなか、関係機関との連携を図り、農地の貸し手と
借り手のマッチング促進による認定農業者・農業法人など農業の担い手への農地集積の円滑
な取り組みによる地域農業の活性化を支援します。
　また、JA農作業受委託事業の充実並びに新たな働き手を確保する
ツール（手段・方法）として農福連携の促進や農家と働き手を結ぶ「1日
農業バイト」アプリ（用語解説＊9）の紹介など、持続する地域農業の活力
向上支援に努めます。

❸各種資格取得対応
　大規模経営に不可欠な機械化に伴う大型特殊免許や農業被害が深刻な鳥獣の狩猟免
許・許認可などの取得について、タイムリーな情報提供に努めます。加えて、鳥獣被害防止につ
いては関係機関・猟友会との連携により、有益な駆除知識の普及活動や集落全体の「集落
柵」整備への意識啓発に取り組みます。
　また、消費者と食の信頼を高める取り組みとして、GAP（ギャップ）やHACCP（ハサップ）など
の認証取得や実践活動をサポートします。
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ご
当
地
限
定
バ
イ
ト
体
験
し
た
い

日本
中に
広げ
よう友

達の
輪、輪

っ!

作業
風景
、動
画で
見れ
ます
。

農
作
物
に
感
謝

冬
は
ス
キ
ー
、ス
ノ
ボ
、春
秋
は
農
業
バ
イ
ト
で
資
金
稼
ぎ

無
理
な
く
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
働
き
た
い
。

長
芋
の
赤
ち
ゃ
ん

「
む
か
ご
」知
っ
て
ま
す
か
？

食
育
、命
の
す
ば
ら
し
さ
を
発
信

副
業
O
Kの
会
社
で
働
き
た
い
！

い
ろ
い
ろ
な
農
家
さ
ん
に
行
っ
て
み
た
い
！

開放感を味わいたい

農家の人手不足・・皆で参加したら解消できるんじゃない？

スーパーヤサイ人にならねぇか？

家族と
一緒に

働ける
喜び♡

友達と一緒に働ける喜び♡

彼と一緒に働ける喜び♡

彼女と一緒に働ける喜び♡

I  love 国産作物♡これが本当の新鮮だ！

考えるだけでなく

行動に移すことが大切

1週間に1日1ヶ月に1日でも
1年に1日でも

空い
てる
日を
無駄
なく
過ご
す

時は
金な
り

日本の
農業は

米作り
から始

まった
…

農とい
う原点

へ帰ろ
う。

時
間
の
有
効
利
用

ご趣味は？「休日農業」です

AI、ITもスゴイけどやっぱり人の手が必要
副業に

最適

明日のランチは豪華に

北あかり

北海こ
がね

ハイキン
グの代わ

りに農業

健康のために
心配な

いさ～

おこづかい1万円増やそう

スマホで簡単

農業×デジタル

未来のために

何買お
う？

初め
は誰
でも
初心
者！

ジョギングしてもお金貰えないし

ダイエット！

出面さん革
命！！

欲しか
ったア

レが買
える？

筋トレになるかな？

結構楽しいかも

手数料なし

中抜きなし

全額受け取り
色々掛け持ち

じゃがいものように、みんなに愛されたい！

新鮮な空気を吸って心が浄化されました。

気持ちもアップ時間をお金に変える。誰よりも 四季を感じられる

手取りアップ

漁業・農業の
未来のため

に

じゃ
がい
も大
好き

お肉
もお
魚も
大好
き

地元の未来
のために

修学旅行費は自分で稼ぐ！

今日は子供を実家に預け
て農業

あれを買おう！

あと少し収入が

私もハッピー！農家さんもハッピー！

初春～晩秋ま
でいやいや来

年も再来年も
お願いします

。

みんなハッピー！

働い
た分
が自
分の
もの
に

夫婦
で仲
良く

イン
カの
めざ
め

家族
一緒
に

デート代
わりに

兄弟仲良く

農家さんあり
がとう

友達増えた

自分の力を活かせる

アプリで登録

良土是宝

ありがとう
って嬉しい

お疲れ
様って

気持ち
良い

実は農業をやりたかった

なんだか気に入ってもらえた

つくる人、食べる人を元気に

汗かくって楽しい

この日暇なんだよな

ひとつひとつの作物の命、無駄にしたくない！

自分
のた
め

労働と対
価

無料のアプリでお手軽に

財布にゆとり気持ちにゆとり

動きやすく、汚れてもいい服装と長靴があればいいんだね

新緑の初夏～紅葉の秋…季節の移り変わりを感じながら働きませんか？

コレも縁！

毎
日
で
も
O
K！

一
じ
ゃ
が
入
魂

「お
いし
いも
の」
をた
くさ
んの
人に
届け
よう

新たな出会
いがあるか

も何事
も体
験

漁業も

福祉も

大和
魂！

人と
人を
農が
つな
ぎ

未来
をつ
くる！

地元大好き！

農業
って

澄ん
だ空
気

広大
な畑

カッ
コ
い
い！

人のた
め

そうだ、1日
バイトしよう

"百姓
貴族"

におれ
はなる

っ!!自分が携わ
った作物が

全国へ！

自分で選べるからお気に入りの農家に行
けるよ

うちの会社も副業解禁してくれないかな？

素敵な農家さんを見つけてリピーターに

台風、長雨、日照不足、干ばつに耐えた作物をこの手で全国へ届ける

ひげのない長芋知ってますか？

自分で年収調整できてイイ！

豆のようにマ
メになりたい

青
い
空
、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
畑
、新
鮮
な
空
気

丹精込めて育
てた作物が破

棄されてしまう
のは切ない。

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
栽
培
方
法
を
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス！

レ
ア
な
形
の
じ
ゃ
が
い
も
を
見
つ
け
よう
！

い
つも
の
農
家
で、

いつ
もの
作物
なら
安心
！

マチルダ（豊作の女神）

誠
実
な
方
、や
さ
し
い
農
家
さ
ん
、大
集
合

JAは
利
益
追
求
だ
け
で
は
な
く
、

思
い
立
っ
た
ら
や
る
っ
き
ゃ
な
い
っ
し
ょ

相
互
扶
助
を
目
指
し
て
い
ま
す
！

時間を活かせる

農
業
も
経
験
し
て
お
こう
！

©ソラとサン

空
い
た
時
間
で

   

気
軽
に
農
業
！

田
植
え
な
ん
て

初
め
て
♪

❹労働・自然等災害対応
　農作業時における労働災害に備える本店設置の「労働保険
事務組合・特定加入団体」の農家組合員への周知及び理解
浸透を図り、各統括本部を窓口に農家組合員への円滑な「農
業労災保険」加入促進と未利用地域への適用拡大を推進しま
す。加えて、労働災害リスクへの補償で法人等の農業経営をサ
ポートするJA共済労働災害補償制度（用語解説＊10）や幅広く
農業経営リスクへ対応する農業者賠償責任共済（用語解説＊
11）への加入を推進します。
　また、自然災害による収量減少や価格低下など経営努力では避けられない不慮の災害リスクに
よる収入減少に備え、収入保険や農業共済制度などへの加入を促進します。

❺食の安全及び SDGsへの取り組み
　「よりよい営農活動＊3」に根ざした売れる産品づくりを目指し、「作業防除暦」の作成配布と生産
履歴記帳（トレーサビリティ）による農薬適正使用や動物用医薬品等の適正使用の推進並びに指
導を行います。
　SDGs（持続可能な開発目標）対応については、JAグループ岡山の「SDGs取組宣言」の下、次の
取り組みを通して地域社会の課題解決支援に貢献します。

❻環境調和型農業＊2の推進
　持続可能な食料・農業基盤の確立を目指し、基本となる「自然環境への負荷の緩和と適応を図
る農業」の農家組合員への理解醸成及び地域実態に応じた段階的取り組みを推進します。
　推進課題は、JAグループ全国共通の「化学肥料削減」「化学農薬削減」「温室効果ガス削減」「プ
ラスチック削減」「堆肥活用」などとします。

「持続可能な食料の生産と農業の振興」

「農業生産における環境負荷の軽減」

「安心して暮らせる豊かな地域社会」  

「持続可能な食料供給」

「農業の持つ多面的機能の発揮」

「多様な関係者・仲間との連携・参画」
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出典：岡山県農林水産部　調べ

岡山県の鳥獣による農林水産被害額の推移

❸「多様な担い手」「担い手候補」の育成と対応
　直売所出荷者会員にはグループ活動を通して、多品目作物の紹介をはじめ作り方や農薬
適正使用等に関する情報の提供・指導を行います。集団組織に属さない個人販売農家には
「中核的担い手」に位置づける生産者組織加入を推進します。生きがいの家庭菜園志向者

等へはグループ化による集団対応を行い
将来の販売農家への育成及びJA総合事業
利用者増大につなげます。
　担い手候補へは、関係機関と連携する就
農相談会への参加や就農促進トータルサ
ポート事業の活用などにより、将来の「中
核的担い手」を志す新たな人材発掘と新
規就農者の確保・育成を支援する活動に
取り組みます。

❸JA独自販売検証（プロジェクト）
　当面の販売事業方式は継続するものの販売チャネルの充実と並行して、JA独自販売の機
能・有利性を検証するプロジェクトに取り組み、有益かつ可能な品目や取引形態から随時、独
自販売を強化していきます。

❹ブランド力向上
　全域統一品目は、連携販売を視野とする「JA晴れの国岡山」を前面に打ち出した「定期・定
量・定質」需要に応えるブランド産地化に取り組みます。かつ、統一品目に地域色を加味した方
がより有益な品目については、ブランドの重層化に取り組みます。
　地域オリジナル品目については、将来の広域化を視野としたブランド化に取り組みます。

❺売り込み（消費宣伝）活動
　関係機関と連携した「消費地まで出向く活動」「試食宣伝」「TVなどマスコミ媒体の活用」
「宣伝グッズ作成・配布」等々、品目それぞれの特長を活かした売り込み（消費宣伝）活動を展
開します。
　また、農畜産物品目と独自の地元加工品や商店とコラボ（協力）する6次化商品あるいは
JA晴ればれ直行便や直売所の企画品目などをリンク（連動）させた消費宣伝（PR）活動に
取り組みます。

❻運送手段の確保
　産地間連携・統合による集荷及び出荷拠点の集約化や地域内で作付けされる多品目作物
の集約など運送ロットを増やす産地協議・調整に取り組み、運送手段の確保と運賃の最適化
実現を追求します。
　また、産地買取り販売による運送手段の確保と運賃を削減する実需開拓に取り組みます。

４．農業生産環境づくり（伴走支援）
　地域農業の持続には、担い手農家が農業を営みやすい環境づくりが必須なことからソフト
面における課題を6つに整理し、「よりよい営農活動＊3」の支援に取り組みます。

❶営農及び経営改善サポート
　持続する農業を展望したスマート農業（用語解説＊6）などの革新技術対応をはじめ、気象変
動の深刻化が予測されているなか温暖化に適応する品種・系統や環境負荷を低減する開発
技術・機器などの導入普及を支援します。その一つとして、「Z-GIS（用語解説＊7）」「ザルビオ
（用語解説＊8）」を活用する効率的な営農・栽培管理システムの普及支援に取り組みます。
　経営面では「JA晴れの国岡山農業青色申告会連絡協議会」運営体制の強化やソリマチ農
業簿記活用の推進並びに専任担当者の育成に取り組み、担い手農家の経営改善や経営資
源の有効活用をサポートする機能発揮に努めます。

❷地域農業活性化サポート
　高齢化に伴う遊休農地が増加する状況のなか、関係機関との連携を図り、農地の貸し手と
借り手のマッチング促進による認定農業者・農業法人など農業の担い手への農地集積の円滑
な取り組みによる地域農業の活性化を支援します。
　また、JA農作業受委託事業の充実並びに新たな働き手を確保する
ツール（手段・方法）として農福連携の促進や農家と働き手を結ぶ「1日
農業バイト」アプリ（用語解説＊9）の紹介など、持続する地域農業の活力
向上支援に努めます。

❸各種資格取得対応
　大規模経営に不可欠な機械化に伴う大型特殊免許や農業被害が深刻な鳥獣の狩猟免
許・許認可などの取得について、タイムリーな情報提供に努めます。加えて、鳥獣被害防止につ
いては関係機関・猟友会との連携により、有益な駆除知識の普及活動や集落全体の「集落
柵」整備への意識啓発に取り組みます。
　また、消費者と食の信頼を高める取り組みとして、GAP（ギャップ）やHACCP（ハサップ）など
の認証取得や実践活動をサポートします。

農業・漁業
・福祉に興味あるなら

農業・漁
業・福祉をリアルに実感！

自分の
ため、家族のため、農家のため、

日本のため
・・一石何鳥？？？

まずバイトで体験

madei n Japan. 

1日単位で働けるから便利

夏休みは農業バイトツアーいかが？

自然に触れて気分転換

人の原点に戻って、

誰でもできます。

大丈夫！

自分を見つめ直したい。

農家さん選びは早い者勝ち！

学費
を稼
ごう

子供の塾代稼ぐぞやってみたらいいっしょ？…そだね。

バ
イ
ト
で
稼
い
で
ラ
イ
ブ
に
行
く
ぞ！
グ
ッ
ズ
も
買
う
ぞ！

社
会
問
題
の
人
出
不
足
…
み
ん
な
の
手
で
解
消！

みん
なで
日本
の農
業を
守ろ
う

農
業
バ
イト
し
な
が
ら日
本
一
周
旅
行
もア
リ

消費
者と
農家
を結
ぶ懸
け橋
に！

日本
の一
次産
業を
守ろ
う

「い
ただ
きま
す」
って
しあ
わせ

人は
皆、

支え
あっ
て生
きて
いる
。

誰よ
りも
先に
旬を
味わ
う。

日々
の当
たり
前は
農家
さん
のお
かげ
だね

農業バイトは期間限定、今しかできないバイトをしてみよう！

農業バイトは農
業のサポーター

農家さん
に認証さ

れるよう頑
張ろう！

漁業体
験して

みたい

たまのバイ
トで小遣い

稼ぎ

旅行資金貯めるぞ

野鳥のさえずりを聞きな
がら働きませんか？

い
つ
も
食
べ
て
い
る
も
の
、

誰
が
作
ってど

こ
か
ら
来
て
い
る
か

知
って
い
ま
す
か？

おひと
り様歓

迎

ふらりと参加してみませんか？

私
も
助
か
る
、農
家
も
助
か
る

現地ま
でスマ

ホナビ
で行け

ちゃう

どんなに
便利な世

の中でも
人の力で

支えられ
ている！

ちゃんと、まかなってき
てね。

ス
マ
ホ
で
楽
々
申
し
込
み

年齢不問！

まずはQRコードをスマホで撮影

当日現金払いも出来るって

皆の手で日本の
おいしい野菜を

守ろう

家庭菜園好きな
方、プロの野菜

作りを間近で

「お気に入り
農家を見つけ

る」＋「ステキ
な人材リピー

ターさんを見
つける」= 好

循環をつくる
！経験はどんなに

持っていてもじゃ
まにならない。糧

になる！

明日ひまだな～と思ったら

じゃがいもの花言葉‥「慈愛」

みんなの力で農産物のおいしさを届けよう私の居場所見つけた！

まずは1日だけでもやってみませんか？
横断歩道ではありません…本物のカッコウを聞いたことありますか？

これって社会貢献？

広大な景色

少しだけ働
きたい

これからは
副業の時代

友達と一緒に

新しいバイトシステム

田舎から新しい風を吹かせよう！

農家さん友達できました。

保険も
加入し

てあり
安心

I love NIPPON♡

家族のレジャー代わりに

誰かに認めら
れたい 畑でランチし

ませんか？

男爵
きた
ひめ

メークイン
スノー

デン

リピーター率9割以上

親子で行
くなら親も

安心、子も
心強い

一度やってみた
かった

キツネに会える
かも？

農業
に憧
れて
たの

自分が収穫した野菜、どこかで誰かが美味しそうに食べてるんだ

自然に触れてリフレッシュ

経験から得られることは多い

農業のノウハウを学べる

収穫の喜びを体験

人間関
係の温

かさに
触れら

れた将来
の就
農を
考えて

学び
なが
らお
給料
もらっ

ちゃう

人と
違う
経験
をし
たい

こん
なシ
ステ
ム欲
しか
った

畑で朝活 とうや

ノーザン
ルビー

エゾシカ
に会える

かも？

トヨシロ

きた
むら
さき

きた
ひめ

所得
向上

健
康
増
進

一
度
きり
の
人
生
、

晴耕雨読

人の力の尊さ新鮮な空気を吸ったらなんかひらめいた

得た知識を家庭
菜園に活用

農業って子育てみたい
成長がウレシ

イ
開放感を味わいたい
Let
’s g
o 農
活！

働き
方改
革始
動！

漁業にチャレンジしたい

人と違う経験をしたい

うちの
子
にも経
験させ
た
い

国の政策もいいけど自分たちで出来ることがあった

乗
り
合
い
タク
シ
ー
制
度
も
検
討
中
な
ん
だ
っ
て

ホ
ン
ト
助
か
り
ま
す
。

色々体
験して

何かを
見つけ

たい

またよ
ろしくお

願いし
ます。

長芋の
花、見た

ことあ
ります

か？
バン
ビが
遊び
にく
るか
も？

今年
も待
ってま

した！
！！

身
体
を
動
か
す
って
気
持
ち
い
い

自
分
を
必
要
とし
て
い
る
場
所
が
あ
っ
た

慣
れ
た
農
家
さ
ん
で
気
楽
に

リフ
レッ
シュ
した
らい
いべ
さ

規則
正し
い生
活の
きっ
かけ
に

人
の
た
め
に
な
るこ
とを
した
か
った

美
味
し
い
空
気
を
吸
い
な
が
ら
、楽
し
く
働
こ
う

手
塩
に
か
け
た
農
作
物
、人
手
不
足
な
ん
か
で
無
駄
に
で
き
な
い

農作業って色々あるんだね、

自分にあった仕事を見つけよう

リピーターさん頼りにしてます。
何かあればお気軽に相談してください。

老若
男女
、集ま

れ～

短期でサクッと稼ぎたい

ハート型のじゃがいもを探せ！…いいことあるかも。

人の原点に戻って、自分を見つめ直したい。

また行き
たい

いい
農家
さん
と出
会え
てう
れし
い

こんな
働き方

ならず
っと続

けられ
る

私にも出来るこ
と見つけた

新規就農の勉強に

農家の文句は

お
気
に
入
り
農
家
を
み
つ
け
よう

Wワーク。
国もすすめています！誰

か
の
役
にた
つ

えぞりすが横切ります。

自
由
気
ま
ま
に

自
分
の
予
定
で

I a
m 
Iro
n M
an
. 畑か

ら見る夕
日も 長芋

の花
言葉
‥

「
恋
の
た
め
息
」

「
気
長
」

素敵で
す。

自分のライフスタイルに合わせて！

ここ
でし
か聞
けな
い、

貴重
な話
を聞
くチ
ャン
ス！

俺に言えぇ!!なまら、楽しい！長芋のように粘り強く！
吹き抜ける風が気持ちいい。

この日は暇なんだよな

自
分
の
力
で
稼
ぐ

自分の
好きな

作物で
選ぼう

かな

自然に囲まれてみたい

皆の力で全部収穫してみせる

農業王国をこの手で支えよう！

食育、命のすばらしさを発信

食べ
るこ
とは

生き
るこ
と

出来
立て
の作
物を
手に
でき
る、命

って
あり
がた
い

農
業
を
学
び
た
い
人
に
は
活
き
た
ス
キ
ル
が
身
に
つ
く

全
国
の
美
味
し
い
野
菜
の
秘
密
わ
か
っ
た

規定の時間で帰れるからいいね

夏
は
キ
ャ
ン
プ
し
な
が
ら
農
家
バ
イ
ト

も
う
食
べ
残
し
は
で
き
な
い
ね

リ
ピ
ー
タ
ー
さ
ん
は
、

W
ワ
ー
ク
し
て
み
た
か
っ
た
。

農家
って大

変？

私も
小さ
な種
を蒔
き、

実り
ある
人生
を！

生の
声が
聞け
る

「
お
い
し
い
も
の
」を
た
く
さ
ん
の
人
に
届
け
よ
う

ど
ん
ど
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に！

当
た
り
前
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
味
を
実
感

農
業
っ
て
未
来
が
あ
る
ん
で
な
い
か
い
？

迷ってい
るならや

ってみよ
う

農業バ
イトの

ススメ
。

今だからで
きること、今

しかできな
いことしたい

！

じゃ
がい
もの
花の
色の
違い
知っ
てま
すか
？「じゃ

がい
も」と

一言
で言
っても

種類
は沢
山…

色々
な品
種に
出会
える
かも
。

農家バイト求人
100％達成御礼

申し上げます。

広大な畑の中にいたら悩みなんて吹っ飛んだ

フロンティアスピリット

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減

こ
ん
な
働
き
方
し
た
か
っ
た

ご
当
地
限
定
バ
イ
ト
体
験
し
た
い

日本
中に
広げ
よう友

達の
輪、輪

っ!

作業
風景
、動
画で
見れ
ます
。

農
作
物
に
感
謝

冬
は
ス
キ
ー
、ス
ノ
ボ
、春
秋
は
農
業
バ
イ
ト
で
資
金
稼
ぎ

無
理
な
く
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
働
き
た
い
。

長
芋
の
赤
ち
ゃ
ん

「
む
か
ご
」知
っ
て
ま
す
か
？

食
育
、命
の
す
ば
ら
し
さ
を
発
信

副
業
O
Kの
会
社
で
働
き
た
い
！

い
ろ
い
ろ
な
農
家
さ
ん
に
行
っ
て
み
た
い
！

開放感を味わいたい

農家の人手不足・・皆で参加したら解消できるんじゃない？

スーパーヤサイ人にならねぇか？

家族と
一緒に

働ける
喜び♡

友達と一緒に働ける喜び♡

彼と一緒に働ける喜び♡

彼女と一緒に働ける喜び♡

I  love 国産作物♡これが本当の新鮮だ！

考えるだけでなく

行動に移すことが大切

1週間に1日1ヶ月に1日でも
1年に1日でも

空い
てる
日を
無駄
なく
過ご
す

時は
金な
り

日本の
農業は

米作り
から始

まった
…

農とい
う原点

へ帰ろ
う。

時
間
の
有
効
利
用

ご趣味は？「休日農業」です

AI、ITもスゴイけどやっぱり人の手が必要
副業に

最適

明日のランチは豪華に

北あかり

北海こ
がね

ハイキン
グの代わ

りに農業

健康のために
心配な

いさ～

おこづかい1万円増やそう

スマホで簡単

農業×デジタル

未来のために

何買お
う？

初め
は誰
でも
初心
者！

ジョギングしてもお金貰えないし

ダイエット！

出面さん革
命！！

欲しか
ったア

レが買
える？

筋トレになるかな？

結構楽しいかも

手数料なし

中抜きなし

全額受け取り
色々掛け持ち

じゃがいものように、みんなに愛されたい！

新鮮な空気を吸って心が浄化されました。

気持ちもアップ時間をお金に変える。誰よりも 四季を感じられる

手取りアップ

漁業・農業の
未来のため

に

じゃ
がい
も大
好き

お肉
もお
魚も
大好
き

地元の未来
のために

修学旅行費は自分で稼ぐ！

今日は子供を実家に預け
て農業

あれを買おう！

あと少し収入が

私もハッピー！農家さんもハッピー！

初春～晩秋ま
でいやいや来

年も再来年も
お願いします

。

みんなハッピー！

働い
た分
が自
分の
もの
に

夫婦
で仲
良く

イン
カの
めざ
め

家族
一緒
に

デート代
わりに

兄弟仲良く

農家さんあり
がとう

友達増えた

自分の力を活かせる

アプリで登録

良土是宝

ありがとう
って嬉しい

お疲れ
様って

気持ち
良い

実は農業をやりたかった

なんだか気に入ってもらえた

つくる人、食べる人を元気に

汗かくって楽しい

この日暇なんだよな

ひとつひとつの作物の命、無駄にしたくない！

自分
のた
め

労働と対
価

無料のアプリでお手軽に

財布にゆとり気持ちにゆとり

動きやすく、汚れてもいい服装と長靴があればいいんだね

新緑の初夏～紅葉の秋…季節の移り変わりを感じながら働きませんか？

コレも縁！

毎
日
で
も
O
K！

一
じ
ゃ
が
入
魂

「お
いし
いも
の」
をた
くさ
んの
人に
届け
よう

新たな出会
いがあるか

も何事
も体
験

漁業も

福祉も

大和
魂！

人と
人を
農が
つな
ぎ

未来
をつ
くる！

地元大好き！

農業
って

澄ん
だ空
気

広大
な畑

カッ
コ
い
い！

人のた
め

そうだ、1日
バイトしよう

"百姓
貴族"

におれ
はなる

っ!!自分が携わ
った作物が

全国へ！

自分で選べるからお気に入りの農家に行
けるよ

うちの会社も副業解禁してくれないかな？

素敵な農家さんを見つけてリピーターに

台風、長雨、日照不足、干ばつに耐えた作物をこの手で全国へ届ける

ひげのない長芋知ってますか？

自分で年収調整できてイイ！

豆のようにマ
メになりたい

青
い
空
、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
畑
、新
鮮
な
空
気

丹精込めて育
てた作物が破

棄されてしまう
のは切ない。

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
栽
培
方
法
を
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス！

レ
ア
な
形
の
じ
ゃ
が
い
も
を
見
つ
け
よう
！

い
つも
の
農
家
で、

いつ
もの
作物
なら
安心
！

マチルダ（豊作の女神）

誠
実
な
方
、や
さ
し
い
農
家
さ
ん
、大
集
合

JAは
利
益
追
求
だ
け
で
は
な
く
、

思
い
立
っ
た
ら
や
る
っ
き
ゃ
な
い
っ
し
ょ

相
互
扶
助
を
目
指
し
て
い
ま
す
！

時間を活かせる

農
業
も
経
験
し
て
お
こう
！

©ソラとサン

空
い
た
時
間
で

   

気
軽
に
農
業
！

田
植
え
な
ん
て

初
め
て
♪

❹労働・自然等災害対応
　農作業時における労働災害に備える本店設置の「労働保険
事務組合・特定加入団体」の農家組合員への周知及び理解
浸透を図り、各統括本部を窓口に農家組合員への円滑な「農
業労災保険」加入促進と未利用地域への適用拡大を推進しま
す。加えて、労働災害リスクへの補償で法人等の農業経営をサ
ポートするJA共済労働災害補償制度（用語解説＊10）や幅広く
農業経営リスクへ対応する農業者賠償責任共済（用語解説＊
11）への加入を推進します。
　また、自然災害による収量減少や価格低下など経営努力では避けられない不慮の災害リスクに
よる収入減少に備え、収入保険や農業共済制度などへの加入を促進します。

❺食の安全及び SDGsへの取り組み
　「よりよい営農活動＊3」に根ざした売れる産品づくりを目指し、「作業防除暦」の作成配布と生産
履歴記帳（トレーサビリティ）による農薬適正使用や動物用医薬品等の適正使用の推進並びに指
導を行います。
　SDGs（持続可能な開発目標）対応については、JAグループ岡山の「SDGs取組宣言」の下、次の
取り組みを通して地域社会の課題解決支援に貢献します。

❻環境調和型農業＊2の推進
　持続可能な食料・農業基盤の確立を目指し、基本となる「自然環境への負荷の緩和と適応を図
る農業」の農家組合員への理解醸成及び地域実態に応じた段階的取り組みを推進します。
　推進課題は、JAグループ全国共通の「化学肥料削減」「化学農薬削減」「温室効果ガス削減」「プ
ラスチック削減」「堆肥活用」などとします。

「持続可能な食料の生産と農業の振興」

「農業生産における環境負荷の軽減」

「安心して暮らせる豊かな地域社会」  

「持続可能な食料供給」

「農業の持つ多面的機能の発揮」

「多様な関係者・仲間との連携・参画」
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❸「多様な担い手」「担い手候補」の育成と対応
　直売所出荷者会員にはグループ活動を通して、多品目作物の紹介をはじめ作り方や農薬
適正使用等に関する情報の提供・指導を行います。集団組織に属さない個人販売農家には
「中核的担い手」に位置づける生産者組織加入を推進します。生きがいの家庭菜園志向者

等へはグループ化による集団対応を行い
将来の販売農家への育成及びJA総合事業
利用者増大につなげます。
　担い手候補へは、関係機関と連携する就
農相談会への参加や就農促進トータルサ
ポート事業の活用などにより、将来の「中
核的担い手」を志す新たな人材発掘と新
規就農者の確保・育成を支援する活動に
取り組みます。

5．コスト低減と安定供給の仕組みづくり（農業コスト低減）
　今日までの JA自己改革を継続し、農業関連資機材供給のスケールメリットをさらに生みだ
す共同体制の追求により、安全で良質かつ低価格な資機材の安定供給に取り組み、農業コス
ト低減及び農家組合員の利便性向上などによる「よりよい営農活動＊3」支援を目指します。

❶生産者組織体制の強化
　有利販売と連動した産地連携や生産者組織再編の強化などに取り組み、必要資機材の導
入・仕入に関するスケールメリットを生みだす体制を整備します。同時に、広域化による効率
的運送や関係機関の補助及び支援施策などの利活用がより多くの農家に受け入れられる体
制を整え、農業コスト低減につなげます。
　畜産飼料については輸入依存からの脱却による、自給率向上を目指します。

❷生産出荷、包装資材対応
　生産出荷マニュアル（栽培暦・出荷規格等）の広域化と資材統一による仕入ロットの増大及
び効率化に取り組むとともに、大規模担い手農家への大型規格農薬や肥料満車直送などの
企画及び利用推進により、農業資材コスト低減を図ります。

❸ハード施設、機械対応
　経営規模の拡大や農作業の能率化・効率化について、スマート農業＊6 進展の動向や担い
手農家への導入適性など農業生産コスト低減の観点から情報収集や検討に取り組み、的確

大
規
模
Ｊ
Ａ
の
効
果
発
揮 トラクターの残価設定リースの提案推進

肥料メーカーの満車直送の提案推進

農業担い手直送規格の農薬をはじめ
低コスト資材の提案

仕入体制の強化

農業資材
オンラインショップ
「晴ればれeネット」

物流体制の整備

事業コストの
削減など

スケールメリット
（品目の集約）

（予約購買品の集約）
予約比率の向上

仕入れ価格の
引き下げ

生
産
資
材
コ
ス
ト
の
低
減

な対応に努めます。
　ライスセンターはじめ集出荷選果場や米倉庫など共同利用施設については、耐用年数・
広域利用の可否などについて検討を行い、集約化や利用率向上（複合化）による農業施設
運営コスト低減を図るとともに担当者育成に取り組みます。

❹仕入機能の充実
　スケールメリットを活かした一括大量仕入体制の整備を図るとともに、肥料・農薬・飼料・
燃油など適切な生産出荷資材の仕入及び仕入チェックにかかる営農・経済部門の連携機能を
強化します。また、物流と保管管理体制の見直しによる、農業資材コスト低減に取り組みます。
　一方、R6年産水稲予約肥料農薬の注文から導入した「晴ればれeネット」が、農家組合員
の利便性と農業資材コスト低減に資する購買受注システムとして支持され定着するオンライ
ンショップとしての機能や仕組みなどの改善に取り組みます。

❺土壌診断と施肥改善
　基幹アグリセンター管内へ配置の土壌診断簡易分析装置などの農家組合員への周知と積
極的な利用を推進します。診断結果は、自らの肥培管理や地域の施肥設計改善に活用し、有
機物の有益な利用と健全で気象変動に強い農作物の生育促進を図り、病害虫リスクの低減
や過剰施肥回避による農業生産コスト低減につなげます。
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❸「多様な担い手」「担い手候補」の育成と対応
　直売所出荷者会員にはグループ活動を通して、多品目作物の紹介をはじめ作り方や農薬
適正使用等に関する情報の提供・指導を行います。集団組織に属さない個人販売農家には
「中核的担い手」に位置づける生産者組織加入を推進します。生きがいの家庭菜園志向者

等へはグループ化による集団対応を行い
将来の販売農家への育成及びJA総合事業
利用者増大につなげます。
　担い手候補へは、関係機関と連携する就
農相談会への参加や就農促進トータルサ
ポート事業の活用などにより、将来の「中
核的担い手」を志す新たな人材発掘と新
規就農者の確保・育成を支援する活動に
取り組みます。

5．コスト低減と安定供給の仕組みづくり（農業コスト低減）
　今日までの JA自己改革を継続し、農業関連資機材供給のスケールメリットをさらに生みだ
す共同体制の追求により、安全で良質かつ低価格な資機材の安定供給に取り組み、農業コス
ト低減及び農家組合員の利便性向上などによる「よりよい営農活動＊3」支援を目指します。

❶生産者組織体制の強化
　有利販売と連動した産地連携や生産者組織再編の強化などに取り組み、必要資機材の導
入・仕入に関するスケールメリットを生みだす体制を整備します。同時に、広域化による効率
的運送や関係機関の補助及び支援施策などの利活用がより多くの農家に受け入れられる体
制を整え、農業コスト低減につなげます。
　畜産飼料については輸入依存からの脱却による、自給率向上を目指します。

❷生産出荷、包装資材対応
　生産出荷マニュアル（栽培暦・出荷規格等）の広域化と資材統一による仕入ロットの増大及
び効率化に取り組むとともに、大規模担い手農家への大型規格農薬や肥料満車直送などの
企画及び利用推進により、農業資材コスト低減を図ります。

❸ハード施設、機械対応
　経営規模の拡大や農作業の能率化・効率化について、スマート農業＊6 進展の動向や担い
手農家への導入適性など農業生産コスト低減の観点から情報収集や検討に取り組み、的確

大
規
模
Ｊ
Ａ
の
効
果
発
揮 トラクターの残価設定リースの提案推進

肥料メーカーの満車直送の提案推進

農業担い手直送規格の農薬をはじめ
低コスト資材の提案

仕入体制の強化

農業資材
オンラインショップ
「晴ればれeネット」

物流体制の整備

事業コストの
削減など

スケールメリット
（品目の集約）

（予約購買品の集約）
予約比率の向上

仕入れ価格の
引き下げ

生
産
資
材
コ
ス
ト
の
低
減

な対応に努めます。
　ライスセンターはじめ集出荷選果場や米倉庫など共同利用施設については、耐用年数・
広域利用の可否などについて検討を行い、集約化や利用率向上（複合化）による農業施設
運営コスト低減を図るとともに担当者育成に取り組みます。

❹仕入機能の充実
　スケールメリットを活かした一括大量仕入体制の整備を図るとともに、肥料・農薬・飼料・
燃油など適切な生産出荷資材の仕入及び仕入チェックにかかる営農・経済部門の連携機能を
強化します。また、物流と保管管理体制の見直しによる、農業資材コスト低減に取り組みます。
　一方、R6年産水稲予約肥料農薬の注文から導入した「晴ればれeネット」が、農家組合員
の利便性と農業資材コスト低減に資する購買受注システムとして支持され定着するオンライ
ンショップとしての機能や仕組みなどの改善に取り組みます。

❺土壌診断と施肥改善
　基幹アグリセンター管内へ配置の土壌診断簡易分析装置などの農家組合員への周知と積
極的な利用を推進します。診断結果は、自らの肥培管理や地域の施肥設計改善に活用し、有
機物の有益な利用と健全で気象変動に強い農作物の生育促進を図り、病害虫リスクの低減
や過剰施肥回避による農業生産コスト低減につなげます。
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❶総合支援（連動・連携）体制の強化
　JAの総合力を集めたJA内部での合同会議等により、産地の「生産基盤強化対策」「販売
力強化対策」「組織対策」などの課題について、PDCAサイクルに則り協議支援する連動・連
携体制を整えます。また、「晴ればれ産地＊1」振興にかかる重要課題については、生産者組織
等との意見交換を通して農家組合員の意思反映を図り、関係機関とも連携して「よりよい営
農活動＊3」に結びつける新たな体制の整備を検討します。

❷補助活用
　産地の生産出荷に関する近代化や基盤強化等への投資ニーズには、採択要件に適合す
る事業の洗い出しなど関係機関と連携協議する体制を整え、円滑な補助事業導入の対応
を行います。また、担い手個々への直下型補助金交付事業にあっては、伴走支援団体として
の役割発揮に取り組みます。

❸制度対応
　官民それぞれが定め取り組む各種の農業関連制度について、関係機関と連携して、関係
農家・集団等への的確な普及啓発と実践活動の支援に努めます。
・適格請求書等保存方式（インボイス制度）
・JAS法の下、有機食品の生産と表示に統一の基準を定めた制度（有機JAS認証）
・日本GAP規範に基づく農場評価制度（GH；グリーンハーベスター＊5）
・行政の各種交付金制度など
・既に文中説明の制度
地域団体商標制度（P13）、地理的表示（GI）保護制度（P13）、JA登録商標（P13）
GAP；ギャップ（P16）、HACCP；ハサップ（P16）

❹制度資金対応
　農業関連資金については信用部門と営農・経済部門が連携して、地域農業の担い手及び
集落営農組織などへのコンサル機能を採り入れた訪問活動を通じて、必要とする資金の適
切な対応に努めます。

６．推進体制づくり（総合力発揮）
　農家組合員の「よりよい営農活動＊3」に取り組む推進体制を整え、農家を訪問する「出向
く担い手支援ワンチーム体制」との内部連動並びに関係機関との連携を図り、担い手農家
ニーズはもとより関係者総意に基づく関連施策や制度の活用など、総合力発揮による「晴れ
ばれ産地＊1」振興に取り組みます。

「晴ればれ産地」振興推進体制

出向く担い手支援ワンチーム体制（P11）
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❶総合支援（連動・連携）体制の強化
　JAの総合力を集めたJA内部での合同会議等により、産地の「生産基盤強化対策」「販売
力強化対策」「組織対策」などの課題について、PDCAサイクルに則り協議支援する連動・連
携体制を整えます。また、「晴ればれ産地＊1」振興にかかる重要課題については、生産者組織
等との意見交換を通して農家組合員の意思反映を図り、関係機関とも連携して「よりよい営
農活動＊3」に結びつける新たな体制の整備を検討します。

❷補助活用
　産地の生産出荷に関する近代化や基盤強化等への投資ニーズには、採択要件に適合す
る事業の洗い出しなど関係機関と連携協議する体制を整え、円滑な補助事業導入の対応
を行います。また、担い手個々への直下型補助金交付事業にあっては、伴走支援団体として
の役割発揮に取り組みます。

❸制度対応
　官民それぞれが定め取り組む各種の農業関連制度について、関係機関と連携して、関係
農家・集団等への的確な普及啓発と実践活動の支援に努めます。
・適格請求書等保存方式（インボイス制度）
・JAS法の下、有機食品の生産と表示に統一の基準を定めた制度（有機JAS認証）
・日本GAP規範に基づく農場評価制度（GH；グリーンハーベスター＊5）
・行政の各種交付金制度など
・既に文中説明の制度
地域団体商標制度（P13）、地理的表示（GI）保護制度（P13）、JA登録商標（P13）
GAP；ギャップ（P16）、HACCP；ハサップ（P16）

❹制度資金対応
　農業関連資金については信用部門と営農・経済部門が連携して、地域農業の担い手及び
集落営農組織などへのコンサル機能を採り入れた訪問活動を通じて、必要とする資金の適
切な対応に努めます。

６．推進体制づくり（総合力発揮）
　農家組合員の「よりよい営農活動＊3」に取り組む推進体制を整え、農家を訪問する「出向
く担い手支援ワンチーム体制」との内部連動並びに関係機関との連携を図り、担い手農家
ニーズはもとより関係者総意に基づく関連施策や制度の活用など、総合力発揮による「晴れ
ばれ産地＊1」振興に取り組みます。

「晴ればれ産地」振興推進体制

出向く担い手支援ワンチーム体制（P11）
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麦・大豆集荷数の目標

品　　目
実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位：t）

大　　麦
小　　麦
裸　　麦
合　　計
白　大　豆
黒　大　豆
合　　計

麦

大　豆

505.6
538.3
16.5

1,060.4
71.4
133.5
204.9

423.0
438.0
14.0
875.0
79.2
174.9
254.1

433.0
443.0
14.0
890.0
79.4
196.1
275.5

433.0
443.0
14.0
890.0
79.4
227.1
306.5

第 6 章　部門別振興方向
本章では、中国山脈から瀬戸内海にわたる変化に富む自然環境を活かした「米穀」「園芸」

「畜産」部門が織りなす多様な農業について、その部門ごとの振興方針及びそれぞれの地域
に根付く直売所、さらには契約やネット販売など企画販売の取り組み方向を示します。

１．米穀部門
　水田を取り巻く状況は、国内人口の減少や食の多様化に伴う米消費量の減少は続き、生産
面では農家の高齢化や自然災害の頻発など環境変化が進行しています。これら現状分析と今
日までの取り組み総括をふまえ再生産につながる経営確立を視点に、需要に応じた水田活
用、多面的機能を有する水田活用、スマート農業＊6に対応した水田活用など適時適切（タイム
リー）な水田フル活用を推進し、農業所得向上と担い手確保に取り組みます。

❶米の振興
　主食用米については、広域に広がる水田を有する当組合管内では各地域の気候風土を
活かして多くの品種が栽培されています。全国的には中～小規模県の位置づけのなかで、
マーケットイン（ニーズ優先）の視点から品種集約による供給力強化に取り組みます。集約の
方向は、奨励する6品種「コシヒカリ」「あきたこまち」「きぬむすめ」「ヒノヒカリ」「朝日」「ア
ケボノ」に高温耐性のある「にこまる」「にじのきらめき」を加えた8品種を重点振興品種に
設定し、他品種からの転換による作付け拡大を推進します。また、JAグループ岡山として取
り組む SDGs（持続可能な開発目標）における地域循環環境保全型事業「里海米」のさらな
る生産拡大を図り、環境保全活動の発揮に努めます。一方では、需要に応じた酒造好適米
にも取り組みます。同時に、適地適作を基本に品種特性を活かした岡山米の品質向上やそ
の特長を消費者へ啓発する消費宣伝（PR）によるブランド化を推進します。
　非主食用米（飼料用米、米粉用米、加工用米、WCS（発酵粗飼料）用米等）については麦・
大豆を含め、水田活用の直接支払交付金対象とした作付けの推進を、水田フル活用にあ
たっては地域振興作物や高収益園芸作物を加えた作付け推進を図ります。
　水田農業を支える担い手育成については、大規模経営体・集落営農組織等への農地集
積による規模拡大や法人化とともに省力・低コスト体系の見直しや機械施設の有効利用、
スマート農業＊6 導入などの観点から収益性の高い経営体への誘導を図ります。

❷麦・大豆振興
　土地利用型かつ水田農業の経営安定に重要な作物として、経営所得安定対策を活用し
た作付けを推進するとともに、連坦化・団地化やスマート農業＊6 導入などの取り組みによる
生産性向上を推進します。
　麦については、大麦・小麦・裸麦それぞれに実需の要望に応じた品種の作付けを推進
します。なかでも小麦は、実需の求める品質確保が必須であることから、品質向上の取り組
みを継続します。
　白大豆は、経営所得安定対策を活用する水田フル活用品目として、需給に応じた作付け
推進を図り、黒大豆は県北東部を中心に栽培される全国有数の産地であることから、外延
的拡大を含めさらなる作付け拡大を推進します。

品　種　・　銘　柄

主食用米

水田活用米穀
　合　　 計　
（うち里海米）

実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位：俵）

コ シ ヒ カ リ
あきたこまち
き ぬ む す め
ヒ ノ ヒ カ リ
朝 日
ア ケ ボ ノ
に こ ま る
にじのきらめき
も ち 米
酒 造 好 適 米
その他主食用米

86,537.5
59,680.0
79,845.0
15,193.5
17,988.5
14,232.0
10,954.0
10,003.0
8,618.0
21,693.5
9,773.5
48,448.7
382,967.2
29,666.5

101,110.0
64,500.0
94,350.0
17,000.0
19,590.0
16,670.0
13,860.0
31,820.0
8,828.0
20,135.0
10,080.0
18,612.0
416,555.0
32,650.0

100,170.0
63,100.0
93,980.0
16,630.0
19,500.0
16,725.0
13,925.0
38,270.0
9,030.0
20,140.0
9,780.0
16,925.0
418,175.0
34,450.0

98,230.0
61,700.0
93,720.0
16,520.0
19,500.0
16,780.0
14,080.0
45,530.0
9,130.0
20,145.0
9,570.0
15,325.0
420,230.0
36,250.0

※水田活用米穀とは「飼料用米」「米粉用米」「加工用米」「新市場開拓用米」を指す。

米集荷数の目標
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麦・大豆集荷数の目標

品　　目
実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位：t）

大　　麦
小　　麦
裸　　麦
合　　計
白　大　豆
黒　大　豆
合　　計

麦

大　豆

505.6
538.3
16.5

1,060.4
71.4
133.5
204.9

423.0
438.0
14.0
875.0
79.2
174.9
254.1

433.0
443.0
14.0
890.0
79.4
196.1
275.5

433.0
443.0
14.0
890.0
79.4
227.1
306.5

第 6 章　部門別振興方向
本章では、中国山脈から瀬戸内海にわたる変化に富む自然環境を活かした「米穀」「園芸」

「畜産」部門が織りなす多様な農業について、その部門ごとの振興方針及びそれぞれの地域
に根付く直売所、さらには契約やネット販売など企画販売の取り組み方向を示します。

１．米穀部門
　水田を取り巻く状況は、国内人口の減少や食の多様化に伴う米消費量の減少は続き、生産
面では農家の高齢化や自然災害の頻発など環境変化が進行しています。これら現状分析と今
日までの取り組み総括をふまえ再生産につながる経営確立を視点に、需要に応じた水田活
用、多面的機能を有する水田活用、スマート農業＊6に対応した水田活用など適時適切（タイム
リー）な水田フル活用を推進し、農業所得向上と担い手確保に取り組みます。

❶米の振興
　主食用米については、広域に広がる水田を有する当組合管内では各地域の気候風土を
活かして多くの品種が栽培されています。全国的には中～小規模県の位置づけのなかで、
マーケットイン（ニーズ優先）の視点から品種集約による供給力強化に取り組みます。集約の
方向は、奨励する6品種「コシヒカリ」「あきたこまち」「きぬむすめ」「ヒノヒカリ」「朝日」「ア
ケボノ」に高温耐性のある「にこまる」「にじのきらめき」を加えた8品種を重点振興品種に
設定し、他品種からの転換による作付け拡大を推進します。また、JAグループ岡山として取
り組む SDGs（持続可能な開発目標）における地域循環環境保全型事業「里海米」のさらな
る生産拡大を図り、環境保全活動の発揮に努めます。一方では、需要に応じた酒造好適米
にも取り組みます。同時に、適地適作を基本に品種特性を活かした岡山米の品質向上やそ
の特長を消費者へ啓発する消費宣伝（PR）によるブランド化を推進します。
　非主食用米（飼料用米、米粉用米、加工用米、WCS（発酵粗飼料）用米等）については麦・
大豆を含め、水田活用の直接支払交付金対象とした作付けの推進を、水田フル活用にあ
たっては地域振興作物や高収益園芸作物を加えた作付け推進を図ります。
　水田農業を支える担い手育成については、大規模経営体・集落営農組織等への農地集
積による規模拡大や法人化とともに省力・低コスト体系の見直しや機械施設の有効利用、
スマート農業＊6 導入などの観点から収益性の高い経営体への誘導を図ります。

❷麦・大豆振興
　土地利用型かつ水田農業の経営安定に重要な作物として、経営所得安定対策を活用し
た作付けを推進するとともに、連坦化・団地化やスマート農業＊6 導入などの取り組みによる
生産性向上を推進します。
　麦については、大麦・小麦・裸麦それぞれに実需の要望に応じた品種の作付けを推進
します。なかでも小麦は、実需の求める品質確保が必須であることから、品質向上の取り組
みを継続します。
　白大豆は、経営所得安定対策を活用する水田フル活用品目として、需給に応じた作付け
推進を図り、黒大豆は県北東部を中心に栽培される全国有数の産地であることから、外延
的拡大を含めさらなる作付け拡大を推進します。

品　種　・　銘　柄

主食用米

水田活用米穀
　合　　 計　
（うち里海米）

実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位：俵）

コ シ ヒ カ リ
あきたこまち
き ぬ む す め
ヒ ノ ヒ カ リ
朝 日
ア ケ ボ ノ
に こ ま る
にじのきらめき
も ち 米
酒 造 好 適 米
その他主食用米

86,537.5
59,680.0
79,845.0
15,193.5
17,988.5
14,232.0
10,954.0
10,003.0
8,618.0
21,693.5
9,773.5
48,448.7
382,967.2
29,666.5

101,110.0
64,500.0
94,350.0
17,000.0
19,590.0
16,670.0
13,860.0
31,820.0
8,828.0
20,135.0
10,080.0
18,612.0
416,555.0
32,650.0

100,170.0
63,100.0
93,980.0
16,630.0
19,500.0
16,725.0
13,925.0
38,270.0
9,030.0
20,140.0
9,780.0
16,925.0
418,175.0
34,450.0

98,230.0
61,700.0
93,720.0
16,520.0
19,500.0
16,780.0
14,080.0
45,530.0
9,130.0
20,145.0
9,570.0
15,325.0
420,230.0
36,250.0

※水田活用米穀とは「飼料用米」「米粉用米」「加工用米」「新市場開拓用米」を指す。
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品　　目

ブドウ
品種別

モ　モ
ブドウ

ピオーネ
シャインマスカット
アレキサンドリア
瀬戸ジャイアンツ
オーロラブラック
紫　　苑
その他ブドウ

実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位：ha）

品　　目
実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位：ha）

トマト
キュウリ
ナ　ス

アスパラガス
白ネギ
合　　計
リンドウ

スイートピー
合　　計

野　菜

花　き

販売品取扱高の目標
（単位：千円）

品　　目
実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

トマト
キュウリ
ナ　ス

アスパラガス
白ネギ
合　　計
リンドウ

スイートピー
合　　計

野　菜

花　き

生産面積の目標 生産面積の目標

20.1
11.0
8.9
17.2
27.6
84.8
7.1
3.5
10.6

364.0
662.1
378.7
189.4
6.5
15.6
26.7
7.1
38.1

366.0
682.4
389.6
196.8
7.1
15.9
28.3
7.3
37.4

368.5
700.2
400.2
202.5
7.1
15.9
29.7
7.3
37.5

371.9
713.5
407.5
207.0
7.1
15.9
31.0
7.3
37.7

600,828
331,219
177,759
104,939
120,165
1,334,910
69,870
383,319
453,189

644,300
343,400
183,200
120,835
131,000
1,422,735
114,900
390,000
504,900

660,200
355,500
188,200
127,940
136,000
1,467,840
117,400
390,000
507,400

671,800
368,100
193,200
135,440
140,000
1,508,540
117,900
390,000
507,900

21.7
11.5
9.2
18.1
30.2
90.7
8.2
3.5
11.7

22.3
11.9
9.5
18.7
31.4
93.8
8.4
3.5
11.9

23.2
12.5
9.6
19.3
32.8
97.4
8.6
3.5
12.1

2．園芸部門
　当組合管内は、北は中国山地から南は瀬戸内海にわたる変化に富んだ自然環境のなかで、
多様かつ特色ある園芸産地・ブランド産地を形成しています。一方、産地では高齢化に伴う担
い手の減少や耕作放棄地が増加する実態にあり、対策が課題になっています。
　そこで、当組合管内で生産される野菜・花き・果実の品目ごとに、広域に生産されている販
売額の大きい品目を「園芸重点品目（統一ブランド）」に、地域で特産的に生産されている品目
を「地域特産品目（地域ブランド）」に位置づけた振興に取り組みます。ロットの小さい品目は
集約対象として有益性の再検討に取り組みます。
　加えて、経営コスト低減や円滑な運送手段の確保など複合する農業所得向上の課題に取り
組み、担い手育成による農地の利活用促進や地域農業・農村の活力向上につなげます。

❶野菜・花き重点品目の振興目標
　野菜の振興は、関係機関が連携する「岡山県野菜振興計画―儲かるおかやま野菜産地パ
ワーアッププラン」を基本に、独自性を加味した重点5品目を設定し、「担い手の確保・育成」
「既存産地への支援」「ブランド力の向上」「加工・業務野菜の推進」などに取り組みます。
　花きの振興は、関係機関が連携する「岡山県花き振興計画―令和の岡山花物語」との整
合を保ち、重点2品目を設定し「生き生きとした生産体制づくり」「消費者に選ばれる花づく
り」「消費拡大推進」などに取り組みます。

❷果実重点品目の振興目標
　果実の振興は、明治以前から先覚のたゆまぬ努力により培われた高度かつオリジナル技
術を活かし、関係機関が連携する「岡山県果樹振興計画」との整合を保ち、重点 2品目を設
定して「うまいくだものづくり」を基本方向とする「消費者ニーズに対応した生産の推進」「産
地を支える担い手の育成・確保」「くだものの需要拡大」などに取り組みます。また、「安全・
安心」を基本とする「国消国産」「地産地消」の消費拡大はもとより輸出を視野に、国内とは
異なる農薬残留基準値を有するそれぞれの相手国との障壁を乗り越える産地生産体制の
確立に向けた取り組みを支援します。
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品　　目

ブドウ
品種別

モ　モ
ブドウ

ピオーネ
シャインマスカット
アレキサンドリア
瀬戸ジャイアンツ
オーロラブラック
紫　　苑
その他ブドウ

実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位：ha）

品　　目
実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位：ha）

トマト
キュウリ
ナ　ス

アスパラガス
白ネギ
合　　計
リンドウ

スイートピー
合　　計

野　菜

花　き

販売品取扱高の目標
（単位：千円）

品　　目
実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

トマト
キュウリ
ナ　ス

アスパラガス
白ネギ
合　　計
リンドウ

スイートピー
合　　計

野　菜

花　き

生産面積の目標 生産面積の目標

20.1
11.0
8.9
17.2
27.6
84.8
7.1
3.5
10.6

364.0
662.1
378.7
189.4
6.5
15.6
26.7
7.1
38.1

366.0
682.4
389.6
196.8
7.1
15.9
28.3
7.3
37.4

368.5
700.2
400.2
202.5
7.1
15.9
29.7
7.3
37.5

371.9
713.5
407.5
207.0
7.1
15.9
31.0
7.3
37.7

600,828
331,219
177,759
104,939
120,165
1,334,910
69,870
383,319
453,189

644,300
343,400
183,200
120,835
131,000
1,422,735
114,900
390,000
504,900

660,200
355,500
188,200
127,940
136,000
1,467,840
117,400
390,000
507,400

671,800
368,100
193,200
135,440
140,000
1,508,540
117,900
390,000
507,900

21.7
11.5
9.2
18.1
30.2
90.7
8.2
3.5
11.7

22.3
11.9
9.5
18.7
31.4
93.8
8.4
3.5
11.9

23.2
12.5
9.6
19.3
32.8
97.4
8.6
3.5
12.1

2．園芸部門
　当組合管内は、北は中国山地から南は瀬戸内海にわたる変化に富んだ自然環境のなかで、
多様かつ特色ある園芸産地・ブランド産地を形成しています。一方、産地では高齢化に伴う担
い手の減少や耕作放棄地が増加する実態にあり、対策が課題になっています。
　そこで、当組合管内で生産される野菜・花き・果実の品目ごとに、広域に生産されている販
売額の大きい品目を「園芸重点品目（統一ブランド）」に、地域で特産的に生産されている品目
を「地域特産品目（地域ブランド）」に位置づけた振興に取り組みます。ロットの小さい品目は
集約対象として有益性の再検討に取り組みます。
　加えて、経営コスト低減や円滑な運送手段の確保など複合する農業所得向上の課題に取り
組み、担い手育成による農地の利活用促進や地域農業・農村の活力向上につなげます。

❶野菜・花き重点品目の振興目標
　野菜の振興は、関係機関が連携する「岡山県野菜振興計画―儲かるおかやま野菜産地パ
ワーアッププラン」を基本に、独自性を加味した重点5品目を設定し、「担い手の確保・育成」
「既存産地への支援」「ブランド力の向上」「加工・業務野菜の推進」などに取り組みます。
　花きの振興は、関係機関が連携する「岡山県花き振興計画―令和の岡山花物語」との整
合を保ち、重点2品目を設定し「生き生きとした生産体制づくり」「消費者に選ばれる花づく
り」「消費拡大推進」などに取り組みます。

❷果実重点品目の振興目標
　果実の振興は、明治以前から先覚のたゆまぬ努力により培われた高度かつオリジナル技
術を活かし、関係機関が連携する「岡山県果樹振興計画」との整合を保ち、重点 2品目を設
定して「うまいくだものづくり」を基本方向とする「消費者ニーズに対応した生産の推進」「産
地を支える担い手の育成・確保」「くだものの需要拡大」などに取り組みます。また、「安全・
安心」を基本とする「国消国産」「地産地消」の消費拡大はもとより輸出を視野に、国内とは
異なる農薬残留基準値を有するそれぞれの相手国との障壁を乗り越える産地生産体制の
確立に向けた取り組みを支援します。
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品　　目

ブドウ
品種別

モ　モ
ブドウ

ピオーネ
シャインマスカット
アレキサンドリア
瀬戸ジャイアンツ
オーロラブラック
紫　　苑
その他ブドウ

実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

販売品取扱高の目標
（単位：千円）

統括本部
実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位：人）

生産頭数の目標

畜　　種
実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位：頭）

肉　　牛
子　　牛
肉　　豚
合　　計

販売品取扱高の目標

畜　　種
実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位：千円）

肉　　牛
子　　牛
肉　　豚
その他畜産
合　　計

岡 山 東
岡 山 西
倉 敷 か さ や
び ほ く
新 見
真 庭
津 山
合 計

出荷者数の目標

統括本部
実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位：千円）

岡 山 東
岡 山 西
倉 敷 か さ や
び ほ く
新 見
真 庭
津 山
合 計

販売品取扱高の目標

1,322,467
7,452,270
3,283,462
3,450,211
184,719
138,040
133,043
69,000
193,794

1,371,200
7,926,590
3,629,900
3,542,270
203,700
140,200
138,100
75,370
197,050

1,384,650
8,106,590
3,696,300
3,651,470
203,700
140,200
142,000
75,370
197,550

1,397,400
8,226,590
3,743,700
3,720,870
203,700
140,400
144,500
75,370
198,050

2,506
3,320
4,724
10,550

761
2,101
1,147
1,265
569
448
827
7,118

337,434
1,015,514
404,493
292,824
172,710
111,546
272,262
2,606,781

347,350
1,061,108
420,000
298,000
175,000
120,000
278,542
2,700,000

351,000
1,109,000
422,000
303,000
177,000
125,000
283,000
2,770,000

355,000
1,151,000
424,000
308,000
178,000
127,000
287,000
2,830,000

765
2,128
1,165
1,285
580
450
859
7,232

769
2,158
1,185
1,302
590
452
872
7,328

773
2,190
1,205
1,320
600
455
883
7,426

2,510
3,339
4,800
10,649

2,524
3,398
4,800
10,722

2,541
3,443
4,800
10,784

2,536,201
1,639,094
260,078
382,336
4,817,709

2,590,000
1,684,000
260,000
334,000
4,868,000

2,600,000
1,700,000
260,000
337,000
4,897,000

2,619,000
1,709,000
260,000
339,000
4,927,000

3．畜産部門
　当組合管内では肉用牛はじめ繁殖牛など飼養規模の拡大や先進的な経営改善に取り組ん
でいますが、依然として小規模経営体の減少は続き、畜産を持続するためには個々の経営体の
育成が課題になっています。
　そこで、各種事業の活用推進や事務支援による生産基盤・体制強化のため、受益農家はじめ
関係機関との連携に努めます。
　また販売面では、 “選ばれる魅力づくり”を目指し一層のブランド強化・消費宣伝（PR）活動
などの実施による販売力強化に取り組みます。

❶繁殖和牛経営
　出荷された子牛の発育が一定基準を越える「おかやま四ツ☆子牛」ブランドの認定率向
上を支援すべく関係機関と巡回指導を行うなど、有利販売・販売単価の底上げ支援に努め
ます。

❷肥育牛経営
　各地域のブランド牛については、既存のブラン
ド力を最大限活用する生産及び販売体制の強化
と消費宣伝（PR）活動に取り組みます。また、高品
質と大量需要への対応を可能にする共通ブランド
「おかやま和牛肉」の消費宣伝（PR）を強化し、知
名度アップによる販売力強化に努めます。

4．直売所部門
　直売所は食を通じて消費者と生産者が直
接交わる場として、「地産地消」「国消国産」を
アピールできる重要かつ有益な事業拠点で
す。広報媒体をフル活用した「食と農」の魅力
発信や旬の食材を活用した料理教室・食農
教育など、消費拡大や集客アップの企画及び
実施に努めます。
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品　　目

ブドウ
品種別

モ　モ
ブドウ

ピオーネ
シャインマスカット
アレキサンドリア
瀬戸ジャイアンツ
オーロラブラック
紫　　苑
その他ブドウ

実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

販売品取扱高の目標
（単位：千円）

統括本部
実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位：人）

生産頭数の目標

畜　　種
実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度
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肉　　牛
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肉　　豚
合　　計

販売品取扱高の目標

畜　　種
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令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（単位：千円）

肉　　牛
子　　牛
肉　　豚
その他畜産
合　　計

岡 山 東
岡 山 西
倉 敷 か さ や
び ほ く
新 見
真 庭
津 山
合 計

出荷者数の目標

統括本部
実　　績 目　　標
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度
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岡 山 東
岡 山 西
倉 敷 か さ や
び ほ く
新 見
真 庭
津 山
合 計

販売品取扱高の目標

1,322,467
7,452,270
3,283,462
3,450,211
184,719
138,040
133,043
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193,794

1,371,200
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3,629,900
3,542,270
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140,200
138,100
75,370
197,050
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8,106,590
3,696,300
3,651,470
203,700
140,200
142,000
75,370
197,550

1,397,400
8,226,590
3,743,700
3,720,870
203,700
140,400
144,500
75,370
198,050

2,506
3,320
4,724
10,550

761
2,101
1,147
1,265
569
448
827
7,118

337,434
1,015,514
404,493
292,824
172,710
111,546
272,262
2,606,781
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420,000
298,000
175,000
120,000
278,542
2,700,000

351,000
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422,000
303,000
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125,000
283,000
2,770,000

355,000
1,151,000
424,000
308,000
178,000
127,000
287,000
2,830,000

765
2,128
1,165
1,285
580
450
859
7,232

769
2,158
1,185
1,302
590
452
872
7,328

773
2,190
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1,320
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455
883
7,426

2,510
3,339
4,800
10,649

2,524
3,398
4,800
10,722

2,541
3,443
4,800
10,784

2,536,201
1,639,094
260,078
382,336
4,817,709

2,590,000
1,684,000
260,000
334,000
4,868,000

2,600,000
1,700,000
260,000
337,000
4,897,000

2,619,000
1,709,000
260,000
339,000
4,927,000

3．畜産部門
　当組合管内では肉用牛はじめ繁殖牛など飼養規模の拡大や先進的な経営改善に取り組ん
でいますが、依然として小規模経営体の減少は続き、畜産を持続するためには個々の経営体の
育成が課題になっています。
　そこで、各種事業の活用推進や事務支援による生産基盤・体制強化のため、受益農家はじめ
関係機関との連携に努めます。
　また販売面では、 “選ばれる魅力づくり”を目指し一層のブランド強化・消費宣伝（PR）活動
などの実施による販売力強化に取り組みます。

❶繁殖和牛経営
　出荷された子牛の発育が一定基準を越える「おかやま四ツ☆子牛」ブランドの認定率向
上を支援すべく関係機関と巡回指導を行うなど、有利販売・販売単価の底上げ支援に努め
ます。

❷肥育牛経営
　各地域のブランド牛については、既存のブラン
ド力を最大限活用する生産及び販売体制の強化
と消費宣伝（PR）活動に取り組みます。また、高品
質と大量需要への対応を可能にする共通ブランド
「おかやま和牛肉」の消費宣伝（PR）を強化し、知
名度アップによる販売力強化に努めます。

4．直売所部門
　直売所は食を通じて消費者と生産者が直
接交わる場として、「地産地消」「国消国産」を
アピールできる重要かつ有益な事業拠点で
す。広報媒体をフル活用した「食と農」の魅力
発信や旬の食材を活用した料理教室・食農
教育など、消費拡大や集客アップの企画及び
実施に努めます。
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❶店舗運営及び事業構想
　「JA晴れの国岡山ワンストップ店舗」として開設した“旬感広場”を中核（ハブ）とするJA全域
店舗運営の強化及び産地（店舗）間の連帯を強化する事業活動に取り組みます。
　また“旬感広場”については、今後の直売所店舗展開モデルを展望した事業運営に努める
とともに当組合の顔として、農畜産物情報発信の拠点・地域の拠り所としての運用及び活用
を図ります。

❷魅力の発揮（品揃え）
　地域それぞれに特長のある産物を、各直売所間における相互流通による取扱商品の共有・
多彩化を図ります。また、当組合管内全域の四季折々の特産物や特産物を原料に開発するJA
オリジナル6次化商品を各直売所に大量に取り揃える特売イベントの企画・実施を図ります。
これら、広域JAならではの豊かで特長ある産物を活かした、「地産地消」「国消国産」旬の食材
の魅力発揮による集客力アップに取り組みます。

❸晴ればれ直行便
　管内各産地の選果場からJA自車便にて集荷した産物を直売所へ届ける直行便を拡充しま
す。新鮮で良質な農畜産物を直接売場に届ける、一般スーパー等他店とは異なるJAの強みを
活かした競争力強化を図り、消費者に満足感を提供します。

５．企画販売
　契約やネットなど企画販売については本店が企画
調整機能を担い、各基幹アグリセンター及び直売所
間における連携体制の整備を図り、スムーズな事業展
開に努めます。

❶契約販売
　食の多岐多様化に伴う加工・業務用野菜の需要
が増加する状況のなかで、安定経営が見込めるキャベツ・タマネギの契約栽培の生産拡大に
取り組みます。また、新たな品目として白ネギなどの需要開拓に取り組みます。

❷その他企画販売　
　各地域における学校給食・オンラインショップ・ふるさと納税返礼品の対応強化をはじめ、
新商品開発や企画商品の売り込みと消費拡大を図る各種即売イベントの開催など、販売ツー
ル（手段・方法）の拡充に努めます。
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❶店舗運営及び事業構想
　「JA晴れの国岡山ワンストップ店舗」として開設した“旬感広場”を中核（ハブ）とするJA全域
店舗運営の強化及び産地（店舗）間の連帯を強化する事業活動に取り組みます。
　また“旬感広場”については、今後の直売所店舗展開モデルを展望した事業運営に努める
とともに当組合の顔として、農畜産物情報発信の拠点・地域の拠り所としての運用及び活用
を図ります。

❷魅力の発揮（品揃え）
　地域それぞれに特長のある産物を、各直売所間における相互流通による取扱商品の共有・
多彩化を図ります。また、当組合管内全域の四季折々の特産物や特産物を原料に開発するJA
オリジナル6次化商品を各直売所に大量に取り揃える特売イベントの企画・実施を図ります。
これら、広域JAならではの豊かで特長ある産物を活かした、「地産地消」「国消国産」旬の食材
の魅力発揮による集客力アップに取り組みます。

❸晴ればれ直行便
　管内各産地の選果場からJA自車便にて集荷した産物を直売所へ届ける直行便を拡充しま
す。新鮮で良質な農畜産物を直接売場に届ける、一般スーパー等他店とは異なるJAの強みを
活かした競争力強化を図り、消費者に満足感を提供します。

５．企画販売
　契約やネットなど企画販売については本店が企画
調整機能を担い、各基幹アグリセンター及び直売所
間における連携体制の整備を図り、スムーズな事業展
開に努めます。

❶契約販売
　食の多岐多様化に伴う加工・業務用野菜の需要
が増加する状況のなかで、安定経営が見込めるキャベツ・タマネギの契約栽培の生産拡大に
取り組みます。また、新たな品目として白ネギなどの需要開拓に取り組みます。

❷その他企画販売　
　各地域における学校給食・オンラインショップ・ふるさと納税返礼品の対応強化をはじめ、
新商品開発や企画商品の売り込みと消費拡大を図る各種即売イベントの開催など、販売ツー
ル（手段・方法）の拡充に努めます。
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